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今
、　
花
ひ
ら
く
小
さ
な
城
下
町
　
三
春
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特集 平成 30 年三春町成人式

新成人に聞きました！
ハタチのおもい

将来の夢
これからがんばりたいこと
故郷である三春町に対して思うこと
・・・など

20歳になった今思うこと
を新成人の皆さんに聞き
ました！

社
会
人
に
な
る

の
で
が
ん
ば
り

た
い
！

今
の
三
春
町
が

好
き
！

保育士
として

働くの
で

がんば
りたい

！

三春は謙虚で
優しい町！

後
輩
に
教
え
る

立
場
に
！

ご協力ありがとうございました！

　今月の表紙は、5年ぶりに新成人が飾りまし
た。声をかける前から、一瞬で目を惹かれ「2
月号の表紙にしたい！」と思った皆さんへご協
力いただきました。素敵な笑顔はもちろんのこ
と、それぞれが選んだ振袖の美しさも伝えられ
ればと思い撮影・編集をしました。
　表紙写真撮影に応じてくださった皆さんを始
め、声をかけた方々全員が快く写真撮影・イン
タビューに応じてくださいました。
　取材にご協力いただいた皆さん、ありがとう
ございました。

今
月
の
表
紙

＋
成
人
式
取
材
の
よ
う
す

平成 30 年三春町成人式
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　1 月 7 日、平成 30 年三春町成人式が三春交流館「まほらホ－ル」で行われました。
新成人 151 名（男 78 名、女 73 名）全員の氏名が地区ごとに読み上げられたあと、総代の佐久間菜奈さん（中妻
地区）に成人証書が授与されました。
　また、町長式辞の後、来賓の方々から温かいお祝いの言葉をいただきました。そして、成人者を代表して佐久間
創史さん（沢石地区）が、今までお世話になってきた方々へのお礼を述べた後「私たちが生まれたこの町に誇りを
持ち、これから続く後輩たちのお手本となるような社会人を目指し、「育成してもらう側」から「育成する側」と
なれるよう努力していきたい」と答辞を述べました。
　式典終了後には、記念写真の撮影が行われました。ホワイエでは、友人との久しぶりの再会に歓声をあげ、参列
いただいた中学校の恩師を始め来賓の方々と言葉を交わす輪がいくつもできていました。
※ 当日出席できなかった方の成人証書は、2 月末までにハガキを持参の上三春交流館「まほら」（☎ 62-3837）で
　お受け取りください。

総代による成人証書授与のようす 答辞を述べる佐久間創史さん（沢石地区） 町歌を斉唱する新成人と参列者

特集 平成 30 年三春町成人式

平成 30 年三春町成人式



4

― 

新
年
の
縁
起
物
を
求
め
て

三
春
だ
る
ま
市
が
開
催

さ
れ
ま
し
た

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
１
月
21
日
、
大
町
お
ま
つ
り
道
路
に
お
い
て
江
戸
中
期
か
ら
約
３
０
０
年
続
け

ら
れ
て
い
る
新
春
の
恒
例
行
事
「
三
春
だ
る
ま
市
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
町
長
、（
株
）
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社
社
長
、
議
長
、
み
は
る

観
光
協
会
長
、
商
工
会
長
、
デ
コ
屋
敷
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
今
年
の
希
望
の
一
文
字
が
書
か
れ
た

特
大
だ
る
ま
の
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
町
太
鼓
保
存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
三
春
太
鼓
の
演
奏
や
、
高
柴
デ
コ
屋
敷
の
皆
さ
ん
に

よ
る
ひ
ょ
っ
と
こ
祝
い
踊
り
が
披
露
さ
れ
、
縁
起
物
を
求
め
に
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
昨
年
は
「
夢
」
だ
っ
た
わ
け
だ
が
、「
夢
」
は

い
つ
か
必
ず
「
醒
」
め
る
。
と
い
う
よ
り
、「
醒
」

め
た
時
点
で
、
そ
れ
ま
で
の
こ
と
が
「
夢
」
に

な
る
の
だ
。

無
我
夢
中
に
進
ん
で
き
た
震
災
後
の
日
々
だ
が
、

こ
の
あ
た
り
で
し
っ
か
り
「
醒
」
め
、
現
実
的

に
自
分
の
進
む
道
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

「
醒
」
め
る
と
は
、
大
き
な
気
づ
き
で
違
っ
た
ス

テ
ー
ジ
に
進
む
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玄
侑 

宗
久

今
年
の
一
文
字 「
醒
」

福
聚
寺
本
堂
に
お
い
て
、
玄
侑
宗
久
氏

に
よ
る
一
文
字
の
書
き
入
れ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

①オープニングセレモニーでの一文字除幕式
②ひょっとこ祝い踊り
③古だるま回収
④大町太鼓保存会の皆さんによる三春太鼓
⑤三春だるまを買い求めて

問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960　FAX 62-3300

③

⑤

②①

④
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戦
国
時
代
の
福
島
県
周
辺
は
、
た
く
さ
ん
の

大
名
や
郡
主
と
も
呼
ば
れ
る
小
規
模
な
国
人
領

主
に
よ
り
、
細
か
く
分
割
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

主
な
領
主
を
挙
げ
る
と
、
浜
通
り
（
海
道
）
は

相
馬
氏
と
岩
城
氏
。
中
通
り（
仙
道
）は
伊
達
氏
、

畠
山
氏
、大
内
氏
、伊
東
氏
、二
階
堂
氏
、石
川
氏
、

結
城
（
白
川
）
氏
。
会
津
は
お
お
よ
そ
芦
名
氏

の
勢
力
下
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
領
主
た

ち
の
多
く
は
、
源
頼
朝
が
平
泉
の
藤
原
氏
を
攻

め
滅
ぼ
し
た
戦
い
の
恩
賞
と
し
て
、
鎌
倉
幕
府

か
ら
領
地
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に

対
し
て
三
春
の
田
村
氏
は
、
正
確
な
出
自
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
有
力
者
が
実
力
で
勢

力
を
拡
大
し
、
戦
国
大
名
に
ま
で
成
長
し
た
よ

う
で
す
。

　
15
世
紀
代
は
、
白
河
の
結
城
氏
が
最
も
有
力

な
大
名
で
し
た
が
、
内
部
抗
争
で
次
第
に
没
落

し
、
16
世
紀
に
な
る
と
伊
達
氏
と
芦
名
氏
が
力

を
つ
け
た
た
め
、
仙

道
の
小
領
主
た
ち

は
、
両
家
の
ど
ち
ら

か
の
傘
下
に
入
る
こ

と
で
、
存
続
を
図
り

ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
田
村

氏
は
、
伊
達
氏
と
は

一
定
の
関
係
を
保
ち

つ
つ
も
呑
み
込
ま
れ

　
天
文
11
年
（
１
５
４
２
）、
陸
奥
国
守
護
で

あ
っ
た
伊
達
稙
宗
と
嫡
男
・
晴
宗
の
間
で
争
い

が
起
き
、
周
囲
の
大
名
た
ち
を
巻
き
込
ん
で
天

文
の
乱
に
発
展
し
ま
す
。
当
初
は
芦
名
盛
氏
や

田
村
隆
顕
、
相
馬
顕
胤
ら
の
支
援
を
受
け
た
稙

宗
方
が
優
位
で
し
た
が
、田
村
氏
と
仲
が
悪
か
っ

た
芦
名
氏
が
晴
宗
方
に
転
じ
る
と
、
晴
宗
方
が

優
勢
と
な
り
、
同
17
年
（
１
５
４
８
）
に
将
軍

足
利
義
輝
の
仲
裁
で
和
睦
し
ま
す
。
こ
の
結
果
、

稙
宗
は
丸
森
城
（
宮
城
県
丸
森
町
）
に
隠
居
し
、

晴
宗
も
伊
達
氏
の
本
拠
を
桑
折
西
山
城
か
ら
米

沢
城
に
移
し
ま
し
た
。
そ
し
て
翌
年
、
相
馬
顕

胤
の
娘
・
喜
多
が
、
津
島
・
葛
尾
・
古
道
・
岩

井
沢
の
４
个
村
を
た
ず
さ
え
て
、
隆
顕
の
嫡
男
・

田
村
清
顕
に
嫁
入
り
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
度
は
芦
名
氏
に
敗
れ
安
積
・
岩
瀬

郡
か
ら
撤
退
し
た
隆
顕
で
す
が
、
永
禄
２
年

（
１
５
５
９
）
に
今
泉
城
（
旧
岩
瀬
村
）
を
攻
め

取
る
と
、
叔
父
の
月
斎
を
城
代
と
し
て
安
積
・

岩
瀬
攻
撃
の
拠
点
と
す
る
と
と
も
に
、
南
か
ら

侵
攻
し
て
き
た
佐
竹
氏
に
対
し
て
は
芦
名
氏
と

連
携
し
て
対
抗
し
ま
し
た
。

■ 

戦
国
時
代
の
南
奥
羽

隆
顕
の
死
後
も
、
清
顕
は
安
積
郡
各
地
に
勢
力

を
拡
張
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
よ
く
思
わ
な
い

芦
名
氏
は
、
佐
竹
氏
と
組
ん
で
、
二
階
堂
、
石

川
、
白
川
、
岩
城
氏
ら
と
連
合
し
た
た
め
、
田

村
氏
は
周
囲
を
敵
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
ん
な
時
に
、
伊
達
輝
宗
の
嫡
男
・
藤
次

郎
政
宗
の
噂
を
聞
い
た
清
顕
は
、
12
歳
に
な
っ

た
愛
姫
を
伊
達
家
に
嫁
が
せ
よ
う
と
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

■ 

田
村
氏
の
動
向

■ 

愛
姫
の
誕
生
か
ら
嫁
入
り
へ

◆ 

特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
開
設

第
２
回 

愛
姫
を
取
り
巻
く
戦
国
の
情
勢

「陽徳院 愛姫」
愛姫生誕４５０年記念

　
町
で
は
、
愛
姫
を
全
国
的
に
広
く
周
知
し
、

Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
愛
姫
生
誕

４
５
０
年
を
記
念
し
た
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

開
設
し
ま
し
た
。
特
設
サ
イ
ト
で
は
、
愛
姫
の

歴
史
や
町
内
で
愛
姫
に
関
連
す
る
場
所
な
ど
を

〜 

愛
姫
の
軌
跡
を
辿
る
〜

る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
芦
名
氏
と
は
戦
場
で

互
角
に
渡
り
合
う
と
い
う
特
異
な
存
在
で
し
た
。

喜
多
の
嫁
入
り
か
ら
19
年
が
経
っ
た
永
禄
11
年

（
１
６
６
８
）、
愛
姫
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

紹
介
し
て
い
ま
す
。
広
報
み
は
る
で
特
集
し
た

記
事
も
随
時
更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
。ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
も
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

愛
姫
生
誕
450
年
記
念
特
集

（1570 年代の勢力図）

特設サイトQRコード

　今春、歴史民俗資料館では、愛姫の特別展を開
催します。
　愛姫は、天正 7 年（1579）に米沢の伊達政宗
の元へ嫁入りして以来、三春に帰ることはありま
せんでした。そこで、439 年ぶりの里帰りとして、
愛姫の木像と琵琶を借り受ける予定です。
　木像は、松島の瑞巌寺に収められたもので、愛
姫が 83 歳の時に、息子の忠宗が愛姫のための寺・
陽徳院を建立し、開眼したものです。琵琶は、愛
姫が嫁入りの時に三春から持参したといわれるも
ので、愛媛県宇和島の伊達家に伝わったものです。
　ほかにも、初めて三春で展示される資料がたく
さんありますので、楽しみにお待ちください。

▶日　時　　4 月 7 日（土）〜 5 月 13 日（日）
　　　　　　午前 9 時〜午後 4 時 30 分
　　　　　　（5 月 7 日は休館日）
▶入館料　　一般・大学生／ 500 円、
　　　　　　小中高校生／ 250 円

特設サイトバナー
町ホームページや観光協会
ホームページからもバナー
をリンクしてご覧になるこ
とができます。

問い合わせ先　産業課　商工観光グループ　☎ 62-3960　FAX 62-3300
　　　　歴史民俗資料館　☎ 62-5263　FAX 62-6953

「陽徳院 愛姫」
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◆ 受付時間　午前 9 時〜午後 3 時
◆ 受付日程　行政区単位（ご自身の行政区の日程と都合が合わない場合は、他の行政区の受付日にお越しください。）

問い合わせ先　税務課　課税グループ　☎ 62-8127　FAX 62-5155

確定申告が始まります

◆ 申告受付日程表

日曜日および全地区日は大変混雑が予想されます。できるだけ行政区の日程にお越しください。

◆ 受付場所　三春町運動公園内 談話室（〒 963-7719 三春町大字貝山字泉沢 100）

★ 申告書にはマイナンバー（特定個人番号）の記載が必要です！
○ 申告者は、マイナンバーの記載にあたり、本人確認が必要となりますので、マイナンバーカードをお持ちくだ
　さい。（所得税の確定申告書を提出する方は、マイナンバー等の写しを添付します。）
○ 家族が代理で申告する場合は、代理者の本人確認を行いますので、申告者のマイナンバーカード（または通知カー
　ド）と併せて、代理者のマイナンバーカード（または顔写真付きの身分証明書）が必要です。
○ 控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者についても、マイナンバーの記載が必要です。
○ マイナンバーカードをお持ちでない方は、①と②を一種類ずつお持ちください。
　 ① マイナンバーがわかるもの　マイナンバー通知カード、マイナンバーが記載された住民票
　 ② 本人が確認できるもの　運転免許証、パスポート、在留カード、障がい者手帳　など

確定申告について、

詳しくは広報みはる

1 月号をご覧ください。

（2月16日～3月15日）
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マイナンバー（個人番号）カード
申請受付中！！

間もなく卒業や進学シーズンを迎えます。
学校へ提出する住民票等が急に必要になった場合、コンビニでの証明書取得が便利です。

三春に住所がある 15 歳以上の方は、マイナンバーカードがあれば、各種証明書を全国のコンビニで取得すること
ができます。（ただし、マルチコピー機が設置されているコンビニに限ります。）
夜間や早朝、通勤・通学途中でもマイナンバーカードがあればコンビニで各種証明書が受け取れます。

通知カード（紙のもの）をお持ちの方はマイナンバー（個人番号）カードに切り替えませんか？
切り替えには 1 か月程度時間がかかりますので、早めのご準備をお願いします。
なお、転出される方につきましては、マイナンバーカードを受け取れなかったり、転出してしまうとコンビニ交付
をご利用いただけなくなる可能性もありますのでご注意ください。

【マイナンバーカードの申請について】
●申請場所●
　役場 1 階住民課

●申請に必要なもの●
□身分証明書 2 点
□通知カードおよび申請書（紛失された場合でも申請可能）
□住基カード（お持ちの方のみ）
□写真　※ 写真は役場で撮影できます。

【コンビニでの証明書取得について】
●コンビニでの利用時間●
　午前 6 時 30 分～午後 11 時
　※ ただし、年末年始やシステムメンテナンス日を除く。

●コンビニで取得できる証明書●
・住民票謄抄本
・印鑑証明書（登録している方のみ）
・戸籍謄抄本（三春本籍人の方のみ）
・戸籍の附票謄抄本（三春本籍人の方のみ）
・所得課税証明書（最新年度のみ）

切
替

問い合わせ先　住民課　住民グループ　☎ 62-8126　FAX 62-5155

このままではお使いいただけません。

歴史民俗資料館臨時休館のお知らせ

歴史民俗資料館は、排煙窓操作盤等の修繕工事のため、上記期間臨時休館となります。
ご不便をおかけしますが、なにとぞご理解・ご協力をお願い申し上げます。

なお、人形館は通常どおり開館しております。

問　歴史民俗資料館　☎ 62-5263　FAX 62-6953

1 月 4 日（木）～ 2 月 13 日（火）

三春町文化伝承館は、2月 28日までの間、冬期休館とし、次の日のみの開館となります。
三春町文化伝承館冬期休館のお知らせ

問　歴史民俗資料館　☎ 62-5263　FAX 62-6953
● 開館日　土・日・祝祭日
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医療費の節約に取り組みましょう
　病院で受診した時や薬をもらった時に窓口負担分の医療費を支払いますが、それは医療費の一部であり、その他
の部分は毎月納める保険税（料）などから支払われています。
　病院のかかり方や薬のもらい方などを見直すことにより、自分たちが支払う医療費の節約に取り組みましょう。

かかりつけの医師を持ちましょう
紹介状がないまま大きな病院にかかると特
別料金がかかる場合があります。ちょっと
した体調不良は、かかりつけのお医者さん
に相談をしましょう。

重複受診はやめましょう
同じ病気で複数の病院にかかると医療費が高額にな
るばかりか、二重に検査を受けたり、薬によるトラ
ブルを招いたりする可能性もあります。

診療時間内の受診を心がけましょう
時間外や休日に受診すると本来の診療費のほかに別
料金が追加されます。緊急時以外は、診療時間内に
受診しましょう。

ジェネリック医薬品への切替を
考えましょう
ジェネリック医薬品※を選ぶことは、ご自身の負担
を減らすだけでなく、医療費を減らすことにつなが
ります。ジェネリック医薬品を利用
したい時は、病院や薬局の窓口で希
望を伝えましょう。
なお、症状によって、切替できない
場合があります。

お薬手帳をつくりましょう
お薬手帳は処方された薬の記録を残すための手帳で、
一人一冊持つことができます。医師や薬剤師は、手
帳をみることで同じ薬が重なって
いないか、飲み合わせに問題がない
かなどの確認を行っています。お薬
手帳があれば、薬局で飲み残しの有
無が確認でき、無駄をなくすことが
できます。

毎年健診を受けましょう
病気を予防することが医療費の一番の節約になりま
す。定期的に健診を受けることで、病気を早期発見・
早期治療できます。

※ ジェネリック医薬品とは、新薬の特許期間が過ぎたあと新薬と
　同じ有効成分で製造した薬

入院時食事代の自己負担額が変わります
　入院をした時は、治療や薬にかかる費用とは別に、食事代の一部を自己負担します。残りの費用は、加入する医
療保険（国民健康保険等）が負担します。平成 30年 4月より自己負担額が次のとおり変更となります。

一般（住民税課税世帯）
区分 平成30年3月まで

住民税非課税世帯
低所得Ⅱ
低所得Ⅰ

過去1年間の入院が90日以内
過去1年間の入院が91日以上

平成30年4月より
1食360円
1食210円
1食160円
1食100円

1食460円
1食210円
1食160円
1食100円

※ 住民税非課税世帯低所得Ⅱ・Ⅰの方は、病院の窓口で「標準
　負担額減額認定証」または「限度額適用・標準負担額減額認
　定証」の提示が必要です。国保に加入の方は保健センターの
　窓口に申請してください。

問い合わせ先　保健福祉課　国保医療グループ　☎ 62-3166　FAX 62-0202
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保健センター開催の「にこにこ元気塾」に参加された皆さん

　にこにこ元気塾は、町内在住の 65 歳以
上の元気な方が各地区に集まり、健康維持
のため、運動や口腔、栄養の指導を専門の
先生に行っていただいています。
　また、高齢者の健康や、生きがいづくり

岩 江
中 妻
要 田

三 春

沢 石
御木沢
中 郷

月

火

水

木

金

中妻地区公民館
要田交流館大平荘
保健センター
八島台集会所
沢 石 会 館
駅 前 集 会 所
中郷地区交流館

岩江地区防災
コミュニティセンター

地 区 会場 開催日
5・19・26日

6・13・20・27日

今月の「にこにこ元気塾」地区別開催日一覧

2・9・16・23日

1・8・15・22日

7・14・21・28日

活動を通しての介護
予防を目的とした「三
春町高齢者社会参加
ポイント制度」の対象
となります。

　
に
こ
に
こ
元
気
塾
の
申
込
み
は
電
話
で

も
可
能
で
す
。
見
学
も
随
時
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問
　
社
会
福
祉
協
議
会
　
☎
62-

３
９
５
０
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

８
６
４
０

平
田
研
二
郎
さ
ん（
荒
町
）

　
誘
わ
れ
て
始
め
た
こ
ろ

は
、
男
性
が
少
な
く
恥
ず

か
し
い
気
持
ち
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
慣
れ
る
と

と
て
も
楽
し
く
、
老
後
の

健
康
の
た
め
に
続
け
る
つ

も
り
で
す
。

柳
沼
祝
子
さ
ん
（
新
町
）

　
に
こ
に
こ
元
気
塾
に
参

加
し
、
仲
間
の
皆
さ
ん
と

笑
顔
で
過
ご
す
１
日
が
元

気
の
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

阿
部
ハ
ヤ
子
さ
ん（
新
町
）

　
週
に
一
度
健
康
の
た
め

に
、
運
動
や
脳
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
、栄
養
の
学
習
会
な
ど
、

と
て
も
勉
強
に
な
り
、
笑
顔

と
元
気
を
も
ら
い
楽
し
く
参

加
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ
ン
ト
制
度

商
品
券
交
付
申
請
受
付
を

　
　
　
　
　
　

 

行
っ
て
い
ま
す

　
高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ
ン
ト
は
、
商
品
券

と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
分
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
、
次

に
よ
り
交
付
申
請
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

受
付
期
間

 

　
平
成
30
年
２
月
28
日
（
水
）
ま
で

※ 

た
だ
し
、
土
日
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

　
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で

▼ 

受
付
場
所

　 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
字
南
町
26-

１
）

▼ 

申
請
方
法

　
高
齢
者
社
会
参
加
ポ
イ
ン
ト
手
帳
、
印
鑑

お
よ
び
介
護
保
険
被
保
険
者
証
を
ご
持
参
の

う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼ 

ポ
イ
ン
ト
の
交
換

　
１
、０
０
０
ポ
イ
ン
ト
に
つ
き
、
１
、

０
０
０
円
分
の
町
商
工
会
商
品
券
と
交
換
で

き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
１
、０
０
０
ポ
イ
ン
ト
未
満
の

ポ
イ
ン
ト
は
切
り
捨
て
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
度
内
に
交
換
で
き
る
の
は
５
、

０
０
０
ポ
イ
ン
ト
ま
で
で
す
。

▼ 
商
品
券
の
交
付

　
商
品
券
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
し
て
い

た
だ
い
た
翌
月
の
末
ま
で
に
交
付
し
ま
す
。

▼ 

問
　
保
健
福
祉
課

　
　
　 

高
齢
者
福
祉
グ
ル
ー
プ

　 

　
　
　
　
☎
62-
３
１
６
６

 

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
62-
０
２
０
２

平
成
29
年
度
町
民
健
康
講
座

認
知
症
講
演
会
「
今
、
認
知
症
に

つ
い
て
考
え
る
べ
き
こ
と
」
開
催

　
今
年
度
の
町
民
健
康
講
座
と
し
て
、
認
知

症
講
演
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。
お
申

込
み
は
不
要
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

▼ 

開
催
日
時

 

　
２
月
24
日
（
土
）　
午
後
２
時
〜

▼ 

開
催
会
場

　 

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

 

　
ま
ほ
ら
ホ
ー
ル
（
三
春
町
字
大
町
）

▼ 

主
催

　 

田
村
医
師
会
、
三
春
町

▼ 

講
師

　 

医
療
法
人 

湖
山
荘

　 

あ
ず
ま
通
り
ク
リ
ニ
ッ
ク

 

　
院
長
　
小
林 

直
人
氏

▼ 

そ
の
他

　
当
日
田
村
医
師
会
に
よ
る
「
放
射
線
健
康

相
談
」
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

▼ 

問
　
保
健
福
祉
課

　
　
　 

高
齢
者
福
祉
グ
ル
ー
プ

　 

　
　
　
　
☎
62-

３
１
６
６

 

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

０
２
０
２

体
力
測
定
を
行
い
ま
し
た

　
体
力
測
定
を
す
る
こ
と
で
自
身
の
体
力
が
分

か
り
ま
す
。
健
康
の
維
持
増
進
に
は
全
て
の
体

力
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
高
い
状
態
で
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
く
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
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地域の子どもは地域のみんなで育てましょう！

　
三
春
小
学
校
で
は
、
明
徳
の
精
神
（
く
も
り
の
な
い
立
派
な
特
性
）
を
基

調
と
し
た
、未
来
に
生
き
る
人
間
性
豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
の
実
現
の
た
め
、

日
々
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
中
で
今
回
は
、
学
校
運
営
協

議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
学
校
運
営
協
議
会
と
は
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
か
ら
も
知
恵
を
い
た
だ

き
、
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
成

長
を
支
え
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
仕
組
み
で
す
。

文
部
科
学
省
が
全
国
に
向
け
て
推
進
す
る
こ
の
事
業
に
、
三
春
小
学
校
は
全

国
の
中
で
も
い
ち
早
く
参
画
し
、
今
年
で
11
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
年
四
回
の
会
議
を
通
し
て
、
質
の
高
い
教
育
活
動
の
実
現
の
た
め
ご
意
見

を
い
た
だ
い
た
り
、学
校
の
要
望
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
行
わ
れ
た
会
議
に
お
い
て
は
、
新
学
習
指
導
要
領
完
全
実
施
に
伴
う
諸

課
題
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
特
に
高
学
年
に
導
入
さ
れ
る
外
国
語
科

実
施
に
必
要
な
年
間
70
時
間
（
現
在
の
教
育
課
程
よ
り
35
時
間
分
の
増
加
）

を
日
課
や
年
間
の
中
に
、
ど
の
よ
う
に
組
み
込
ん
で
い
け
ば
よ
い
か
に
つ
い

て
、
た
く
さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
学
校
運
営
協
議
会
は
、
地
域
を
代
表
す
る
学
校
の
応
援
団
と
し
て
、
メ
ン

バ
ー
の
方
々
に
は
様
々
な
面
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
学
校
で
は
、
こ

の
よ
う
な
力
強
い
ご
支
援
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
向
け

て
、
よ
り
一
層
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
に
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

三
春
小
学
校
編

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス

教
育
ト
ピ
ッ
ク
ス
〜 

我
が
校
の
教
育
Ｎ
Ｏ
Ｗ 

〜

問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310　FAX 62-6000

三春町教育研究発表会のお知らせ

　平成 29 年度の「三春町教育研究発表会」を 2 月 14 日（水）午後 3 時から、三春交流館「まほらホール」で開
催します。本町の小・中学校や教職員が日々研修に取り組んでいる成果を発表します。
　今年度、学校教育研究員会 A グループは「ユニバーサルデザインの考えを生かした授業づくり 〜みんなが分かる、
できる授業づくり〜（3 年次）」、B グループは「幼保小のスムーズな接続を目指したスタートカリキュラム・アプロー
チカリキュラムづくり（2 年次）」の研究の実践について発表します。また、岩江中学校で取り組んだ「道徳教育
推進校（県指定）としての取組と成果」の発表もあります。町民の方も、ぜひご参加ください。

福島県算数・数学ジュニアオリンピック優秀学校賞受賞

　昨年の 10 月 22 日に行われた、福島
県算数・数学ジュニアオリンピックにお
いて、岩江中学校が見事優秀学校賞に選
出されました。また、個人賞では、岩江小・
林栄樹さん、岩江中・鈴木遼生さんが銅
賞を受賞し、1 月 5 日にとうほう・みん
なの文化センターで行われた表彰式で銅
メダルを授与されました。
　この大会は、県内の小学 5、6 年生と中学生が対象となり、算数・数学に関する学習意欲のさらなる向上と知識・
技能を活用して課題を解決する力の育成を目的として毎年行われています。レベルの高い問題がたくさん出るので
すが、三春町からもたくさんの小中学生がチャレンジしています。来年もぜひ、多くの児童・生徒に取り組んでほ
しいと願っています。受賞おめでとうございます。

銅賞を受賞された岩江小・林栄樹さん（中央）銅賞を受賞された岩江中・鈴木遼生さん（中央）

学校運営協議会のようす

6学年外国語活動のようす
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問い合わせ先　教育課　学校教育グループ　☎ 62-6310　FAX 62-6000

　三春町スポーツ少年団本部は、日本スポーツ少年団および福島県スポーツ少年団に登録した町内の各スポーツ少
年団で組織された団体です。
　各スポーツ少年団は、小中学生を中心とした団員と指導者で構成されており、スポーツをとおして健康な体と心
を養っています。各団では、団員および指導者の募集を行っていますので、興味のある方は、お問い合わせください。

スポーツ少年団名称
三春町武道館剣道スポーツ少年団
岩江スポーツ少年団
三春バレーボールスポーツ少年団
三春サッカースポーツ少年団
沢石防犯剣道スポーツ少年団
中妻スポーツ少年団
中郷ソフトボールスポーツ少年団
三春ミニバスケットスポーツ少年団
三春船引ｼﾞｭﾆｱｿﾌﾄﾃﾆｽｸﾗﾌﾞｽﾎﾟｰﾂ少年団
三春空手道スポーツ少年団
三春ソフトボールスポーツ少年団
三春軟式野球スポーツ少年団
岩江ドリームミニバスケットボールクラブ
三春町ティーボールスポーツ少年団
愛姫ソフトボールスポーツ少年団
田村柔道クラブ

剣道
バレーボール、ソフトボール
バレーボール
サッカー、フットサル
剣道
ソフトボール
ソフトボール、野外活動
ミニバスケットボール
ソフトテニス
空手道
ソフトボール
軟式野球
ミニバスケットボール
ティーボール
ソフトボール
柔道

月・木：三春中武道棟
土・日：岩江小
火・土・日：三春小
月：旧桜中、土・日：小泉小、白岩小
水・金：旧沢石小
土・日：中妻小
土・日：中郷小
月・木・土：旧三春中
土：田村西部工業団地内、木：町民体育館
火：運動公園談話室、水・金：御木沢小
土・日：御木沢小
土：旧桜中、日：三春町営運動場、曙ブレーキ
月・水：岩江小
中郷小ほか
中郷小ほか
水・土：三春中武道棟

活動競技・種目 主な活動場所など
▼ 各スポーツ少年団と主な活動場所等一覧

問い合わせ先
生涯学習課　社会体育グループ
☎ 62-3837　FAX 62-4727

三春町スポーツ少年団本部からのお知らせ

今年は、
「明治 150年」の記念の年です

平成30年（2018年）は、明治元年（1868年）から起算して満150年にあたります。
政府では、内閣官房副長官を議長とする「「明治 150年」関連施策各府省連絡会
議」を設け、①「明治以降の歩みを次世代に遺す施策」、②「明治の精神に学び、
さらに飛躍する国へ向けた施策」、③「明治 150年に向けた機運を高めていく施
策」の 3つを柱として、政府一体となって「明治 150 年」関連施策を推進して
いるところです。国だけでなく、地方公共団体や民間も含めて、日本各地で、「明
治 150年」に関連する多様な取組が推進されるよう、ロゴマークの使用促進や広
報などを通じて、「明治 150年」に向けた機運の醸成を図っています。
詳しくはホームページ（http://www.kantei.go.jp/jp/singi/meiji150/portal/）
をご覧ください。なお、歴史民俗資料館では、三春での戊辰戦争と明治 150年を
主題とした企画展の開催を秋季に予定しています。

問い合わせ先　歴史民俗資料館　☎ 62-5263　FAX 62-6953
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● 問い合わせ先　除染対策課　☎ 62-1122　FAX 61-1110

研究の現場を見てみよう！

環境創造センターだより

問い合わせ先　福島県環境創造センター　総務企画部　企画課　☎ 61-6129　FAX 61-6119
　　　　　　　　　 　　　　　　   住民課　生活環境グループ　☎ 62-2147　FAX 62-5155

コミュタン福島 2 月のイベント情報

環境創造センターで行っている研究内容について紹介します。今回は日本原子力研
究開発機構 福島環境安全センター 放射線計測技術グループ 萩原大樹さんです。

　福島第一原子力発電所の事故により放出された放射性物質の環境中での分
布や動態の解明に資するため、土壌や植物、河川水等に含まれる放射性セシ
ウム等の放射能濃度を測定しています。
　その中で、長い分析時間がかかり、測定の難しい放射性ストロンチウムや
トリチウムの測定に関わる簡易、迅速な測定の技術開発も行い、放射性物質
の測定に関する知見を得ています。
　また、福島県からの受託業務として、住民の方を対象としたホールボディー
カウンタ（WBC）を用いた体内放射能の測定を実施しており、これまでに延
べ 9 万人の測定・評価を行い、住民の方々の被ばく線量に関する情報を提供
しています。

○ 放射線測定に関する技術開発〈JAEA 放射線計測技術グループ〉

◎ 日本原子力研究開発機構 福島環境安全センター 
　 放射線計測技術グループ 萩原大樹さん
　三春町に住み始めて早 1 年半が過ぎました。まだ冬の生活には慣れませんが、
ようやく三春町の街並みを楽しめるようになり、休日は三春の里、三春ダム、ハー
ブガーデンに行き、自然を満喫しています。

　環境創造センターまで町営バス（三春の里コース）が運行していますのでご利用ください。環境創造センターを利用する場合は
バス料金が無料です。詳しくは 12 月に配布した「三春町町営バス時刻表（平成 30 年 1 月 4 日改正）」をご覧ください。

 ▶ 時間　午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分
 ▶ 場所　ホール
 ▶ 定員　200 名（先着順）
　地震、突風、なだれ、落石などの自然災害について、ミニチュ
アを使った再現実験を行います。

Dr. ナダレンジャーの自然災害実験教室

 海の食物連鎖／恐竜の世界
 ※ 土日祝日のみの上映となります。

環境創造シアター
国立科学博物館番組上映

 ▶ 時間　① 午前 9 時 30 分～ 10 時
  　　　　② 午前 11 時 10 分～ 11 時 40 分
  　　　　③ 午後 0 時 50 分～ 1 時 20 分
  　　　　④ 午後 3 時 45 分～ 4 時 15 分
 ▶ 場所　1F 会議室

コミュタンサイエンスショー　液体窒素でひえひえ実験
 ▶ 時間　午前 11 時～午後 0 時
 ▶ 場所　2F 学習室 B
 ▶ 定員　50 名（先着順）
 ▶ 内容　放射線の測定体験等

環境回復セミナー

放射能測定のようす

ホールボディーカウンタ車

電子顕微鏡での分析

○ コミュタンフェスティバル in Winter　2 月 17 日（土）

 「静電気でびっくりショー」
コミュタンサイエンスショー　11 日（日）、12 日（月・祝）
○ その他のイベント情報

 「メタルアクセサリーをつくろう」
コミュタンクラフト　24 日（土）、25 日（日）

 ▶ 時間　① 午前 10 時 10 分～ 10 時 55 分
  　　　　② 午前 11 時 50 分～午後 0 時 35 分
  　　　　③ 午後 2 時 45 分～ 3 時 30 分
 ▶ 場所　1 Ｆ会議室

磐梯山噴火記念館出張講座　火山から何がとんでくるのか
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平成30年
1月9日

平成29年
12月5日

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10
11
12
13
14
15

三 春 小 学 校
沢 石 小 学 校
要田小 学 校
御木沢小学校
岩 江 小 学 校
中妻 小 学 校
中郷 小 学 校
三 春中学 校
岩 江中学 校
第 一 保 育 所
第 二 保 育 所
北 保 育 所
岩 江 幼 稚 園
中郷 幼 稚 園
三 春 幼 稚 園

No. 測定施設
測定値

0.10
0.09
0.09
0.09
0.09
0.11
0.08
0.09
0.11
0.10
0.11
0.10
0.09
0.10
0.10

（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.09）
（0.09）
（0.07）
（0.09）
（0.09）
（0.11）
（0.08）
（0.05）
（0.09）
（0.09）
（0.09）
（0.07）

0.10
0.10
0.08
0.10
0.09
0.12
0.09
0.09
0.11
0.10
0.13
0.10
0.10
0.10
0.11

（0.09）
（0.09）
（0.08）
（0.10）
（0.08）
（0.07）
（0.10）
（0.11）
（0.10）
（0.06）
（0.05）
（0.08）
（0.08）
（0.10）
（0.06）

平成30年
1月11日

平成29年
12月7日

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

JA御木沢センター
七草木集会所
田村西部環境センター
垢潜集落センター
実沢５区集会所
南成田集会所
要田交流館大平荘
三春浄水場
花見ケ丘公園
過足集会所
狐田集会所
三春ダム（左岸）
斎藤集会所
鷹巣公民館
下舞木２区集会所
山田沫蕩神社駐車場
三春町清掃センター

No. 測定施設など
測定値

0.19
0.11
0.16
0.12
0.10
0.10
0.13
0.11
0.11 
0.11 
0.12
0.16
0.10
0.11 
0.14
0.10
0.13

0.20
0.11
0.19
0.12
0.11
0.10
0.14
0.11
0.12 
0.11 
0.13
0.17
0.11
0.12 
0.15
0.10
0.14

1cm高

0.12
0.12
0.08
0.10
0.16
0.12
0.11
0.14
0.12
0.11

遊具砂場

1
2
3
4
5
6
7
8
９
10

担 橋 公 園
河 原 公 園
田 畑 公 園
中 央 公 園
一本松公園
城 山 公 園
庚申坂公園
番 組 公 園
八十内公園
ばんとう緑地

No. 測定施設
12月4日

0.09
0.11
0.09
0.12
0.18
0.12
0.10
0.12
0.09
0.16

0.11
0.13
-
0.09
0.14
-
0.09
0.11
0.10
-

● 町内小中学校等・主な施設・都市公園等の環境放射線量測定値
　現在、町で独自に測定している小中学校、保育所、幼稚園、主な施設や都市公園の環境放射線量測定値をお知らせします。
※ 町内小中学校等・主な施設の環境放射線量の測定は、地上１メートルで計測しています。
※ 町内小中学校等の空間線量測定結果のかっこ内は室内の数値です。
※ 平成 29 年 4 月から都市公園等の空間線量測定は、偶数月のみとなります。
※ 都市公園等空間線量測定結果の施設３、６、10 には砂場がありません。
◆ 町内小中学校等の空間線量測定結果 ◆ 主な施設の空間線量測定結果 ◆ 都市公園等の空間線量測定結果

 環境放射線量測定値をお知らせします 環境放射線量測定値をお知らせします

※ 単位はマイクロシーベルト／時間です。

● 問い合わせ先　除染対策課　☎ 62-1122　FAX 61-1110

● 仮置き場の空間線量測定値
　現在、除去土壌等の受入れを行っている北部三地区、北部三地区第２、三春地区、中妻地区、中郷地区および岩江地区の仮
置き場における空間線量の測定結果をお知らせします。また、地下水などの放射性物質検査も実施しており、すべての仮置き
場の井戸や調整池など、いずれも基準値未満となっています。（単位：マイクロシーベルト／時間）
※ 仮置き場平場周りなどの数か所を測定しています。

◆ 中妻地区仮置き場

◆ 北部三地区仮置き場 ◆ 三春地区仮置き場

◆ 中郷地区仮置き場

①
0.11
0.11
0.11
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.12
0.12
0.14
0.13

0.12
0.12
0.13
0.14

0.11
0.10
0.10
0.11

0.11
0.12
0.12
0.11

0.12
0.14
0.12
0.12

0.09
0.07
0.08
0.08

12月  6日
12月13日
12月20日
12月27日

測定日／測定点 ①
0.16
0.14
0.15
0.14

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.15
0.12
0.13
0.14

0.17
0.16
0.15
0.15

0.14
0.12
0.13
0.11

0.10
0.09
0.10
0.10

0.11
0.10
0.10
0.10

0.13
0.13
0.13
0.13

12月  7日
12月14日
12月21日
12月28日

測定日／測定点

①
0.09
0.10
0.09
0.11

② ③ ④
0.13
0.14
0.13
0.11

0.10
0.09
0.09
0.10

0.13
0.14
0.13
0.13

12月  4日
12月11日
12月18日
12月25日

測定日／測定点 ①
0.11
0.11
0.11
0.12

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.10
0.12
0.13

0.12
0.11
0.12
0.13

0.10
0.10
0.11
0.08

0.08
0.08
0.08
0.08

0.10
0.11
0.11
0.09

0.10
0.10
0.10
0.10

12月  4日
12月11日
12月18日
12月25日

測定日／測定点

◆ 岩江地区仮置き場
①
0.10
0.11
0.10
0.10

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.10
0.10
0.10
0.09

0.11
0.12
0.12
0.09

0.18
0.18
0.17
0.18

0.15
0.15
0.16
0.12

0.12
0.11
0.12
0.10

0.12
0.11
0.11 
0.13

12月  1日
12月  8日
12月15日
12月22日

測定日／測定点

◆ 北部三地区第２仮置き場

①
0.11
0.13
0.11
0.11

② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦
0.11
0.13
0.11
0.13

0.12
0.12
0.09
0.10

0.12
0.12
0.11
0.10

0.12
0.13
0.13
0.13

0.12
0.11
0.11
0.12

0.12
0.11
0.10
0.10

12月  5日
12月12日
12月19日
12月26日

測定日／測定点

● 環境放射線量に関する問い合わせ先
○ 学校などの施設
　教育課 学校教育グループ    ☎ 62-6310
　　　　　　　　　　　　 FAX  62-6000
○ 主な施設
　除染対策課    ☎ 62-1122
　　　　　    FAX  61-1110
○ 都市公園　
　建設課 都市グループ   ☎ 62-2113
　　　　　　　　　　FAX 62-3300



外来診療のご予約　☎ 73-8155　　問い合わせ先 町立三春病院事務部　☎ 62-3131

12 月 9日～ 1月 8日に
寄附・ボランティア
していただいた方々
（敬称略・順不同）
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物
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齋
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★ 三春病院は子育てサポートに力を入れています

　毎月第 1 木曜日に認知症カフェを開催しています。
　事前の申込みは必要ありません。お茶を飲みながら楽
しくお話ししましょう。
▶ 開催日時　2 月   1 日（木）　午前 10 時〜午後０時
　　　　　　 3 月   1 日（木）　午前 10 時〜午後 0 時
▶ 場　　所　三春病院 3 階大会議室
▶ 身体を動かしながら脳を鍛える簡単なストレッチ
▶ 健康に関する 20 分程度のミニ講座
▷ 2 月「認知症について」
▷ 3 月「認知症予防と食事」
▶ 参 加 費　200 円（お茶・お菓子代）
※ 医療・介護・福祉に関するご相談には
　専門のスタッフが対応します。

オレンジカフェ☆さくら（三春病院）

① 産後デイケア（三春町委託事業）
　産後 1 年以内のお母さんとお子さんを対象にご相談をお受けします。お母さんと赤ちゃんの健康チェックや身体
のこと、育児のことなどなんでもご相談ください。
▶ 日　　時　毎週月曜日 午前 9 時 50 分〜午後 2 時 30 分　▶ 場所　三春病院 1 階健診室　※変更の場合あり
▶ 申込・問　子育て支援課　☎ 62-0055
② 助産師外来
　産後 1 年以上の方を対象に、お母さんやご家族の希望に応じて授乳指導・ベビーマッサージ・思春期相談などを
行います。
▶ 日　　時　毎週月曜日 午前 9 時 50 分〜午後 2 時 30 分
▶ 場　　所　三春病院 1 階健診室　※変更の場合あり
③ ママカフェみはる（三春町委託事業）
　三春町で出産・子育てをしていくママと、これからママになる方の出会いとふれあいのカフェです。保健師・助
産師が様々な相談に応じます。
▶ 申込・問　子育て支援課　☎ 62-0055
④ 育児相談
　「小児科に受診するほどではないが、育児に対して悩みがある…」という方はご利用ください。小児科医師・看護師・
保育士等が相談に応じます。
▶ 日　　時　毎月第 1・第 3 水曜日 午前 9 時 30 分〜 10 時 30 分　▶ 場所　三春病院小児科外来
※ 相談費用は無料です。事前の申込みは必要ありません。

町立三春病院News町立三春病院News町立三春病院News

★ 病院のお仕事を紹介します　⑤リハビリテーション科 ( 言語聴覚士 )
　三春病院で働く様々な職種についてご紹介します。今回は「言語聴覚士」、話す・聞く・食べることについての
スペシャリストです。

　円滑なコミュニケーションをとるためにリハビリが必要な方、飲みこみにくさのある方、めまい
や聞き取りにくさのある方を対象に、よりよい生活を送ることができるよう支援をしています。
　病院内でのリハビリテーションのほか、健康教室の講師など、地域での予防活動も行っています。

「LED スリットランプ」
　眼に光を当てて検査することで、コンタクトレ
ンズの使用や、生活の中でついてしまった眼の表
面の傷、水晶体の濁り、網膜、視神経の状態など
を観察します。機器が新しくなり、より立体的に
詳しく観察できるようになりました。

導入医療機器紹介 ★眼科外来★

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎ 62-2185

新しくなった医療機器について、今
後も随時「町立三春病院 News」で
紹介します。
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◆ 

避
難
訓
練
を
実
施

　
12
月
５
日
、
今
年
度
２
回
目
の
避
難
訓
練

実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
屋
外
で
の
活
動
中
に
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
、
放

送
の
指
示
に
従
っ
て
避
難
す
る
と
と
も
に
、

教
室
に
入
り
防
御
の
態
勢
を
と
る
訓
練
を
実

践
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
警
報
が
発
令
さ
れ

て
、
実
際
に
避
難
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
た

め
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
に
避
難
訓
練
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

問い合わせ先　福島県立田村高等学校　☎62-2185

◆ 

年
金
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　
12
月
７
日
、
本
校
柔
道
場
に
て
３
学
年
対

象
に
年
金
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
郡
山
年
金
事
務
所
の
職
員
の
方
々
が
来
校

さ
れ
、
公
的
年
金
の
仕
組
み
や
理
念
、
制
度

に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
将
来
に
備
え
、
大
切
な
年
金
に
つ
い
て
意

識
を
高
め
る
た
め
の
充
実
し
た
時
間
と
な
り

ま
し
た
。

◆ 

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催

　
12
月
７
日
、
２
年
生
を
対
象
に
し
て
進
路

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
約
50
校
の
大
学
や
専
門
学
校
等
の
関
係
者

を
お
迎
え
し
、
生
徒
た
ち
は
希
望
の
学
校
の

学
部
・
学
科
や
職
種
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
進
路
希
望
に
応
じ
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
有
用
な
情
報
を
得
て
い
た
様

子
で
し
た
。

◆ 

社
会
人
マ
ナ
ー
講
習
会
を

　

 

開
催

　
12
月
14
日
、
就
職
内
定
者
を
対
象
に
し
て

社
会
人
マ
ナ
ー
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　
ケ
イ
セ
ン
公
務
員
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
の

大
森
弘
美
さ
ん
を
お
迎
え
し
、
社
会
人
と
し

て
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
新
社
会
人
と
し
て
の
知
識
や

技
能
を
具
体
的
に
学
び
、
元
気
な
挨
拶
・
時

間
や
期
限
の
厳
守
・
清
楚
な
服
装
や
髪
型
の

大
切
さ
な
ど
を
改
め
て
感
じ
、
働
く
こ
と
へ

の
意
識
を
高
め
た
様
子
で
し
た
。

◆ 

柔
道
部
が
元
旦
稽
古
実
施

　
１
月
１
日
、
柔
道
部
で
は
本
校
柔
道
場
に

お
い
て
、
恒
例
の
元
旦
稽
古
を
行
な
い
ま
し

た
。

　
昨
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
お
け
る
好
成
績

の
御
礼
や
今
年
一
年
間
の
活
躍
を
祈
願
し
て

八
雲
神
社
へ
の
参
拝
を
行
い
、
そ
の
後
各
方

面
で
活
躍
し
て
い
る
先
輩
達
と
稽
古
に
お
い

て
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
稽
古
の
後
に
は
、
部
員
や
保
護
者
、
卒
業

生
ら
約
１
７
０
人
が
参
加
し
て
「
必
勝
餅
つ

き
」
を
行
い
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
も
３
月

19
日
・
20
日
に
東
京
・
日
本
武
道
館
で
開
催

さ
れ
る
全
国
高
校
柔
道
選
手
権
大
会
に
出
場

し
ま
す
の
で
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

セミナーのようす

国立大学（文系）説明会

八雲神社参拝餅つきのようす

講習会のようす

各私立大学説明会

専門学校全体説明会
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介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
が
終
了
し
ま
し
た

　
平
成
29
年
10
月
か
ら
12
月
ま
で
の

３
か
月
間
に
わ
た
り
、
16
名
の
方
々

が
、
介
護
予
防
に
関
す
る
知
識
と
技

術
を
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
方
々
か
ら
は
「
講
座
に

参
加
し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
仲
間

と
一
緒
に
学
べ
る
と
い
う
こ
と
が
楽

し
か
っ
た
」「
な
に
か
地
域
の
た
め
に

な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
う
」「
高

齢
者
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
に
参

加
し
て
い
け
た
ら
と
思
う
」
な
ど
、

と
て
も
力
強
い
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
今
年
で
７
年
目
と
な
っ
た
介
護
予

防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
。
私
た
ち

の
地
域
の
中
に
サ
ポ
ー
タ
ー
の
輪
が

ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
ま
す
！

介護予防サポーター養成講座を受講された皆さん

凧
つ
く
り
教
室
を

　
　
　  

開
催
し
ま
し
た

　
１
月
６
日
、
さ
く
ら
湖
自
然
観
察

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
凧
つ
く
り
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
や
干
支
に
ち
な
ん
だ
絵
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
を
描
い
て
い

ま
し
た
。
最
後
に
、
完
成
し
た
手
作

り
の
凧
を
冬
晴
れ
の
空
に
揚
げ
、
楽

し
み
ま
し
た
。

凧つくり教室のようす

佐
久
間
新
さ
ん
が

  
郡
山
税
務
署
長
賞
受
賞

　
郡
山
地
区
租
税
教
育
推
進
協
議
会

が
開
催
し
て
い
る
「
小
学
生
の
税
に

関
す
る
習
字
展
」
で
、
三
春
小
学
校

５
年
の
佐
久
間
新
さ
ん
が
郡
山
税
務

署
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
11
月
17
日
、
郡
山
市
役
所
で
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
、
郡
山
税
務
署
長
よ

り
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

郡山税務署長賞を受賞された佐久間新さん（左）

宝
く
じ
の
助
成
で

　
　  

防
災
備
品
を
整
備

　
大
字
熊
耳
自
主
防
災
会
で
は
、
こ

の
ほ
ど
宝
く
じ
の
助
成
金
（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
を
受
け
て
防
災

備
品
（
ワ
ン
タ
ッ
チ
テ
ン
ト
）
を
整

備
し
ま
し
た
。
地
区
で
は
、
防
災
訓

練
等
を
通
じ
、
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
り
、
地
域
防
災
活
動
を
積
極
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、（
一

財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
費
と
し
て
受

け
入
れ
る
受
託
事
業
収
入
を
財
源
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
助
成
を
行
い

健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
宝
く

じ
の
普
及
広
報
を
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。
宝
く
じ
は
広
く
社
会
に
役
立

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

宝くじの助成金で整備したワンタッチテント
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要
田
ひ
ま
わ
り
学
級

　
　  

料
理
教
室
を
開
催

　
12
月
20
日
、
要
田
ひ
ま
わ
り
学
級

（
橋
本 

忠
委
員
長
）
は
、
要
田
交
流

館
に
お
い
て
「
高
血
圧
・
高
血
糖
症

を
防
ぐ 

あ
っ
た
か
料
理
を
作
ろ
う
」

と
題
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士
の

指
導
の
も
と
料
理
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
チ
ン
ゲ
ン
菜
の
中
華
丼
他
３
品
を

調
理
し
、
学
級
生
の
中
に
は
保
健
セ

ン
タ
ー
の
「
男
の
料
理
教
室
」
に
通
っ

て
い
る
方
も
い
て
、
手
際
良
く
調
理

し
出
席
者
全
員
お
い
し
く
い
た
だ
き

ま
し
た
。

料理教室のようす

交
通
安
全
祈
願
祭
を

　
　
　  

開
催
し
ま
し
た

　
１
月
４
日
、
三
春
町
交
通
対
策
協

議
会
、
交
通
安
全
協
会
三
春
町
連
合

会
お
よ
び
三
春
町
区
長
会
で
、
今
年

の
無
事
故
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
連
合
会
や
区
長
、
組
長
さ
ん
方
の

ご
協
力
で
取
り
ま
と
め
た
無
事
故
祈

願
署
名
簿
を
奉
納
し
、
安
全
運
転
や

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
・
飲
酒
運
転

追
放
な
ど
を
誓
い
ま
し
た
。

無事故を願いだるまへ目入れのようす

三
春
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

三
春
町
運
動
公
園
に
記
念
植
樹

　
12
月
７
日
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
が
推
奨
す
る
環
境
保
全
・
環
境

保
護
の
一
環
と
し
て
、
三
春
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
（
影
山
吉
則
会
長
）
に

よ
る
環
境
保
護
運
動
記
念
植
樹
が
三

春
町
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
町
営
運
動
場
東
側
の
法
面

に
、
寄
贈
さ
れ
た
し
だ
れ
梅
、
し
だ

れ
桃
、
し
だ
れ
桜
の
３
本
を
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
さ
ん
と
鈴
木

町
長
が
植
樹
し
ま
し
た
。

　
町
内
で
し
だ
れ
の
梅
・
桃
・
桜
の

花
を
一
緒
に
見
ら
れ
る
所
は
少
な
く
、

今
後
町
の
新
た
な
名
所
と
な
る
よ
う

育
成
し
ま
す
。

植樹式のようす

子育てパパ・ママ、事業主の方必見！

子育て応援サイト「ぱぱ・まま応援サイト」開設
　福島労働局では、福島県小児科医会にご支援いただき、子どもの病気などに係る情報を提供する「ぱぱ・まま応
援サイト」を開設しました。このサイトでは、小児科専門医から子育て中のパパ・ママへ、子育てにおいて特に気
を付けてほしいことなどのメッセージや子どもの病気やけがについての医療機関や相談先、育児関連制度の情報に
ついて掲載しています。

問い合わせ先　福島労働局雇用環境・均等室
　　　　　　　☎024-536-2777

「福島労働局　パパママ応援サイト」



主 な 施 設 の 休 館 日
▶ 図書館（☎ 62-3375）
　 2 月 5 日・7 日・11 日・12 日・19 日・26 日
▶ 体育施設（☎ 62-6212）
　 2 月 5 日、13 日、19 日、26 日
▶ 自然観察ステーション（☎ 61-1546）
　 休まず営業しています
▶ 歴史民俗資料館（☎ 62-5263）
　 2 月 1 日〜 13 日（臨時休館）、19 日、26 日
▶ 人形館（☎ 62-7053）
　 2 月 5 日、13 日、19 日、26 日
▶ 三春交流館（☎ 62-3837）
　 2 月 5 日、19 日、26 日
▶ 児童生活センター（☎ 62-8666）
　 日曜日、祝日
▶ 地域子育て支援センター
　 （☎ 62-0555）（旧中央児童館内）
　 土・日曜日、祝日
▶ 役場・保健センター
　 土・日曜日、祝日

延　長　業　務
▶ 役場１階窓口
 　【毎週水曜日】
 　2 月 7・14・21・28 日
　 午後７時まで
 　【毎週日曜日】
 　2 月 4・11・18・25 日
　 午前８時 30 分〜 12 時
※ 取扱業務の内容は、
　お問い合わせください。
▶ 清掃センター
 　【土・日の持込みゴミの日】
 　2 月 17 日（土）・18 日（日）
　 午前９時〜午後４時

三春交流館運営協会自主事業

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX 62-4727

　平成 30 年度は、三春交流館「まほら」開館 15 周年を記念して、次の事業
を予定しています。
◆ 平成 30 年度自主事業（予定）

開催日 催事名 内容

平成30年
6月30日（土）

「宝くじ文化公演」
わらび座ミュージカル
ＫＩＮＪＩＲＯ

知られざる二宮金次郎の人物像と生
き方を、音楽と笑いたっぷりに描きま
す。和太鼓・生演奏・伝統芸能を駆使
してあの銅像の二宮金次郎が歌い踊
ります。

平成30年
9月9日（日）

平成30年
10月14日（日）

平成31年
1月中旬

音楽のおくりもの
ファミリーコンサート

小山実稚恵ピアノリサイタル

ニューイヤーコンサート2019

０歳児から入れるクラシックコンサー
トです。赤ちゃんからご家族みんなで
楽しめる内容となっております。

チャイコフスキー、ショパンの二大国
際コンクールに入賞した唯一の日本
人演奏家である小山実稚恵によるピ
アノリサイタルです。

東京フィルコンサートマスターを務め
る三浦章宏を中心としたフェスティバ
ルオーケストラを予定しています。

18

平成30年度生涯学習活動団体の届出
　三春町教育委員会では、生涯学習活動を行う団体の育成および活動の振興
を図ることを目的に、「三春町生涯学習活動団体届出書」を受理しています。
　生涯学習活動団体の定義に適合していると認められる団体は、三春交流館

「まほら」の使用料の減免を受けることができます。

▶ 生涯学習活動団体の定義
　「生涯学習団体」とは、営利および特定の政党並びに宗教にかかる活動を目
的としない団体であって次の要件を満たすものをいいます。

（1） 団体構成員数が 5 人以上であり、当該構成員の 2 分の 1 以上のものが町
       内に在住、在勤または在学していること。

（2） 団体の代表者は成人者とし町内に在住していること。
（3） 中学生以下が 7 割を超える場合は、保護者の総意で運営がなされている
       こと。

（4） 会則または規約を有すること。
（5） 代表者または会員が対価を得て指導者として開く教室、講座ではないこと。
（6） 団体の活動は、次に掲げる種別に該当すること。
　　① 社会教育関係
　　② 学校教育関係
　　③ スポーツ・レクリエーション
　　④ 趣味
▶ 提出期間　2 月 1 日（木）から随時
▶ 提出場所　三春交流館「まほら」窓口

問い合わせ先
三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX 62-4727
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趣
味
・
教
養
M-NAVI 交流館NEWS
◆◆◆ 2 月～ 3月 11日のイベント情報 ◆◆◆

24日（土）

10日（土） 4日（日）

　

子育て講演会

24日（土）

三春アンサンブル支援会第42回コンサート「三春弦楽合奏団」デビューコンサート

田村高校演劇部自主公演

2月
17日（土）

14時～15時30分
まほらホール
自由席
無料

3月

2月

2月2月

2月

１年間の活動をしめくくる今年度最後
の演奏会です。音楽を愛する子どもた
ちの演奏を聴きに、皆さんでぜひお越
しください。

【三春小学校 ☎62-3101】

福島県立医科大学佐藤利憲先生による、子ど
もともっと良い関係を築くための講演会です。
子どもを伸ばす魔法のほめ方とは…。参加され
る方は、事前に申込みが必要です。託児もあり
ます。（要予約）【子育て支援課 ☎62-0055】

4日（日）
田村高校演劇部による自主公演を開
催します。どうぞお楽しみください。

【田村高校演劇部 ☎62-2185】

国際アート＆デザイン大学校卒業修了公演音楽ライブ
卒業予定者と在校生が学校で学んだ
ことの集大成として、音響、照明、演奏
を学生達が行い、ライブ発表をします。
ぜひご来場ください。【国際アート＆デ
ザイン大学校 ☎0120-262-874】

13時30分～15時
小ホール
自由席
無料

13時～15時
まほらホール
ホワイエ
自由席
無料

10時～11時15分
まほらホール
自由席
無料

三春小学校特設合唱部・合奏部さよならコンサート

平成29年度町民健康講座認知症講演会
14時～15時30分
まほらホール
自由席
無料

「今、認知症について考えるべきこと」
と題し、認知症講演会を開催します。お
申込みは不要ですので、お気軽にご来
場ください。

【保健福祉課 ☎62-3166】

14時30分～
まほらホール
自由席
1,500円
小学生以下無料

三春アンサンブル支援会の当初からの目標であ
る「我が町のオーケストラ結成」に向けての第1
段「三春弦楽合奏団」デビューコンサート。精鋭
12人の演奏をお楽しみください。【三春アンサ
ンブル支援会(井上) ☎080-6016-0218】

9日（金）
～10日（土）

三春町シルバーフェア2018
3月 9日9時15分～16時

10日9時～15時
ホワイエ
無料

11日（日）

三春おやこ劇場第50回例会「ともだちやあいつもともだち」
3月 14時～15時5分

まほらホール
自由席
4歳以上1,200円
親子ペア2,000円

絵本「ともだちや！」が、舞台になりました。
一人じゃ無理だと思えることもともだちと
なら乗り越えられるかもしれません。いろ
んな動物が出てきます。【三春おやこ劇場
☎62-4693（火･木10時～13時）】

シルバー人材センターの活動を町民の
皆さんに見て・聞いて・知っていただく
ための催しです。皆さんお誘いあわせの
上ご来場ください。【（公社）三春町シル
バー人材センター ☎62-7308】　

※ この情報は主催者のご希望により掲載しています。掲載のご希望は、三春交流館「まほら」までお願いします。

問い合わせ先　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837　FAX 62-4727

三春町ティーボールスポーツ少年団紹介

申込・問い合わせ先　自然観察ステーション　☎ 61-1546

　さくら湖周辺の水鳥を観察します。
　（さくら湖流域協働ネットワーク共催事業）
▶ 日　　時　2 月 24 日（土）
　　　　 　　午前 9 時 30 分〜 11 時 30 分
▶ 集合場所　自然観察ステーション
▶ 参 加 料　無料
▶ 持 参 品　寒くない服装

水鳥観察会
自然観察ステーション イベント情報

三春町ティーボールスポーツ少年団の皆さん

　三春町ティーボールスポーツ少年団は、5 年前に創設された比較的新しい団です。三春町内の小学 3 年生、4 年
生を対象として、月 1 回程度の練習を岩江小学校、御木沢小学校、中郷小
学校を交互に使用して行っています。
　今年から冬季練習も取り入れ三春町スポーツ少年団ソフトボール部会中
心に次年度の県大会優勝を目指しています。
　随時、団員を募集していますのでぜひ体験してみてください。お問い合
わせは、岩江、三春、中妻、中郷、各スポーツ少年団へご連絡をお願いい
たします。「みんなまってるよ！！」
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〈町民図書館　☎ 62-3375　FAX 61-1026〉

〈児童生活センター　☎ 62-8666　FAX 62-8669〉

〈地域子育て支援センター　☎ 62-0555〉

〈保健福祉課　☎ 62-3166　FAX 62-0202〉

図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・保健福祉課の今月の行事
　図書館・児童生活センター・地域子育て支援センター・保健福祉課の今月の行事をお知らせします。
　詳しい内容はお問い合わせください。

就学前の2月生まれの
お子さんと保護者

保護者の方が、新しい友人とお話するなどして楽しい一時を過
ごしてみませんか。

スタッフと一緒に手遊びやお話を楽しみます。

身体測定や手形を押して自分だけの誕生カードを作り、大き
なケーキを囲んでお祝いをします。
2月生まれのお友達集まってね。

離乳食期のお子さん
と保護者

町の保健師・栄養士から具体的に話を聞きます。
母子手帳をご持参ください。
身長体重測定ができます。成長を確認しながら、お子さんとの
時間をもってみませんか。

季節の製作を親子でつくり持ち帰ります。

図書館のスタッフが来て楽しいお話をします。

ハピハピＤaｙ

対　象行　事 日　時 場　所

おはなし“あのね”

2月9日（金）
11時～

お誕生会
2月生まれ（要予約）

2月7日（水）
11時30分～

2月23日（金）
11時30分～
申込期限2月16日（金）

特になし

就学前のお子さんと
お母さん

内　容

のびのびの日
離乳食についての相談

2月16日（金）
10時～12時

たのしいせいさく 2月21日（水）
11時30分～

出前おはなし会 2月27日（火）
10時30分～11時

特になし

特になし

地域
子育て支援
センター

2月17日（土）
9時30分～
申込期限2月8日（木）

テーマ：「つるしびな」づくり　
今年度、最後のおりがみ教室です。
世界にひとつだけのおひなさまをつくろう。
参加費：100円（申込時にお持ちください）

対　象行　事 日　時 場　所 内　容

三春小
わんぱく
クラブ室

おりがみ教室 小学2年生以上

2月24日（土）
9時集合
申込期限2月14日（水）

内容：「水鳥観察会」
今年度最後の理科クラブです。バスで自然観察ステーシ
ョンに向かい、冬のさくら湖にいる水鳥を観察します。
持参物：帽子・水筒

理科クラブ 小・中学生と保護者

平成29年10月11日
～11月10日生まれ

3歳児 平成26年11月1日
～11月24日生まれ 母子手帳・問診票・こどもノート・尿・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・こどもノート・歯ブラシ・コップ・タオル

母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

保健センター開放日

平成29年4月2日
～4月30日生まれ 母子手帳・問診票・こどもノート・バスタオル

食改のおやつやさん 11時～

平成28年7月1日
～7月31日生まれ

乳
幼
児
健
康
診
査

対　象行　事 日　時 場　所

保健センター

2月20日（火）
13時集合3～4か月児

内容（持参物）

2月22日（木）
13時～13時15分受付
2月21日（水）
13時～13時15分受付

1歳6か月児

2月20日（火）
9時～12時 特になし

9～10か月児 2月28日（水）
9時集合

保健センター

町立三春病院

★ 三春町に住んでいる方、ぜひ一度遊びに来てください。★ 利用時間　午前 10 時～午後０時／午後 1 時～ 3 時

2月18日（日）
10時30分～11時日曜おはなし会

対　象行　事 日　時 場　所

町民図書館
絵本とわらべ唄 2月28日（水）

10時30分～11時

３歳ぐらいから
小学生低学年

乳幼児と保護者、妊婦
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新
着
本
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
他
の
新
着
本
の
リ
ス
ト
は
図
書

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
図
書
館
で
配
布
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月のおすすめ本

※ 新着コーナーには、2 月 8 日（木）に並びます。 問い合わせ　町民図書館　☎ 62-3375　FAX 61-1026

『帽子から電話です』
長田弘／作　長新太／絵

偕成社

『注文をまちがえる料理店』
小国士朗／著

あさ出版
　あっちゃんがお留守番をして
いると、お父さんの帽子から電話
がかかってきました（！）。一体
何の用事でしょう？その帽子は
秘密の帽子なんだ、とお父さんは
言うのですが…？ユーモラスで
ちょっと皮肉が効いていて、子ど
もと大人、読む人によって全く感
想が違ってくると思います。ぜひ
ご家族で読んでみてください。

　認知症を抱える人が接客をする
レストラン、「注文をまちがえる料
理店」の発起人である著者がその
企画からオープン、その後までを
綴っています。認知症の方に限ら
ず、間違えることは辛いものです。
間違えても、忘れても「ま、いいか」
と受け入れられる場所が、どれほ
ど人に喜びをもたらすか。あたた
かい気持ちになれる一冊です。

お
も
か
げ
︵
浅
田
次
郎
︶
／
虹
の
向
こ
う
︵
池
田
久
輝
︶
／
魔
女
と
魔
王

︵
岡
田
伸
一
︶
／
重
蔵
始
末
︵
８
︶
完
結
篇 

奔
流
恐
る
る
に
た
ら
ず
︵
逢
坂

剛
︶
／
秀
吉
の
活
︵
木
下
昌
輝
︶
／
ぼ
く
せ
ん 

幕
末
相
撲
異
聞
︵
木
村
忠
啓
︶

／
皇
帝
と
拳
銃
と
︵
倉
知
淳
︶
／
異
形
の
も
の
た
ち
︵
小
池
真
理
子
︶
／

銀
杏
手
な
ら
い
︵
西
條
奈
加
︶
／
ペ
ダ
リ
ン
グ
・
ハ
イ
︵
高
千
穂
遥
︶
／

逃
亡
刑
事
︵
中
山
七
里
︶
／
デ
ッ
ト
・
オ
ア
・
ア
ラ
イ
ブ
︵
楡
周
平
︶
／

本
物
の
読
書
家
︵
乗
代
雄
介
︶
／
大
獄 

西
郷
青
嵐
賦
︵
葉
室
麟
︶
／
構
造

素
子
︵
樋
口
恭
介
︶
／
ノ
ー
マ
ン
ズ
ラ
ン
ド
︵
誉
田
哲
也
︶
／
龍
の
右
目 

伊
達
成
美
伝
︵
吉
川
永
青
︶
／
四
雁
川
流
景
︵
玄
侑
宗
久
︶
／
か
る
い
生

活
︵
群
よ
う
こ
︶
／
太
陽
と
乙
女
︵
森
見
登
美
彦
︶

︻
児
童
書 

︼

︻
一
般
書 

︼
『帽子から電話です』

︻
児
童
書

︻
児
童
書

︻
児
童
書
︼︼

『注文をまちがえる料理店』

︻
一
般
書

︻
一
般
書

︻
一
般
書

︻
一
般
書

︻
一
般
書

︻
一
般
書
︼︼

年
　
金

子
ど
も
・
親
子

︿
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

は
２
年
前
納
で
！
﹀

　「
２
年
前
納
」
を
ご
利
用
い
た

だ
く
と
、
口
座
振
替
で
１
万
５
千

円
程
度
、
現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
も
１
万
４
千
円
程
度
割
引
に

な
り
ま
す
。
ご
利
用
さ
れ
る
場
合

は
申
込
み
が
必
要
で
す
。

◎ 

現
金
（
納
付
書
）
に
よ
る
前
納

　
任
意
の
月
か
ら
翌
年
度
末
ま
で

の
前
納
が
可
能
で
す
。（
最
大
で

４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月
分
ま
で

の
２
年
分
の
前
納
が
可
能
）

※ 

納
付
額
が
30
万
円
を
超
え
る
場

　
合
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

　
５
月
以
降
に
前
納
を
す
る
場
合

　
も
、
年
金
事
務
所
に
ご
相
談
・

　
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
前
納

　
４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月
分
ま

で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
納
付
い

た
だ
き
ま
す
。
年
金
事
務
所
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎ 

口
座
振
替
（
割
引
率
が
一
番
大

　 

き
い
納
付
方
法
で
す
）

　
４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月
分
ま

で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
納
付
い

た
だ
き
ま
す
。
残
高
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
当
月
分
保
険
料
を
当
月

末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
「
早

割
制
度
」
も
あ
り
ま
す
。
金
融
機

関
ま
た
は
年
金
事
務
所
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

★ 

現
金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
・

　
口
座
振
替
に
よ
る
２
年
・
１
年
・

　
６
カ
月
前
納
の
申
出
は
２
月
末

　
日
ま
で
で
す
。

　
詳
し
く
は
年
金
事
務
所
へ
お
問

　
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼ 
問

　 

郡
山
年
金
事
務
所

　 

☎
０
２
４-
９
３
２-

３
４
３
４

︿
子
育
て
講
演
会
の
開
催
に

つ
い
て
﹀

◎ 

子
ど
も
と
も
っ
と
良
い
関
係

　 

～
子
ど
も
を
伸
ば
す

　
　
　
　
　
　 

魔
法
の
ほ
め
方
～

　
ほ
め
る
と
い
っ
て
も
、
た
だ
ほ

め
れ
ば
良
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
声
の
か
け
方
や
ほ
め
方
に
も

「
コ
ツ
」
が
必
要
で
す
。

　
子
ど
も
の
好
ま
し
く
な
い
行
動

を
良
い
行
動
に
変
え
て
い
く
子
ど

も
に
伝
わ
る
ほ
め
方
と
は
・
・
・
。

　
参
加
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時

　 

２
月
24
日
（
土
）

　 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼ 

場
所

　 

三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　 

小
ホ
ー
ル

▼ 

講
師

　 

佐
藤
利
憲 

先
生

　 （
福
島
県
立
医
科
大
学 

講
師
）

▼ 

対
象

▽ 

乳
児
か
ら
中
学
生
の
保
護
者

▽ 

子
ど
も
の
支
援
に
関
わ
る
方

▽ 

子
育
て
に
関
心
の
あ
る
方

▼ 

託
児

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
旧
中
央
児
童
館
）
で
託
児
を
し

ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　
子
育
て
支
援
課
（
保
健
セ
ン

タ
ー
２
階
）
へ
電
話
か
申
込
書
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
書
は
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
い

　
ま
す
。
チ
ラ
シ
は
子
育
て
支
援

　
課
、
三
春
交
流
館
「
ま
ほ
ら
」

　
に
あ
り
ま
す
。

▼ 

申
込
期
限

　 

２
月
20
日
（
火
）

▼ 

申
込
・
問

 

　
子
育
て
支
援
課

　 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　        

☎
62-

０
０
５
５

　 
Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
２
３
２

読
み
物
・
文
芸
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︿
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
新

規
入
会
者
説
明
会
の
ご
案
内
﹀

　
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

▼ 

日
時
　
２
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※ 

毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催
い
た

　
し
ま
す
。

▼ 
場
所
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼ 
入
会
資
格

　
三
春
町
に
在
住
で
60
歳
以
上
の

健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方
な
ら

ど
な
た
で
も
ご
加
入
い
た
だ
け
ま

す
。

▼ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

　 

仕
事
（
例
）

　
屋
内
外
の
清
掃
、
除
草
、
植
木

の
剪
定
、
襖
・
障
子
・
網
戸
の
張

替
え
、
各
自
動
車
の
運
転
、
手
工

芸
品
（
竹
細
工
、
刻
書
、
木
工
品
、

手
芸
品
）
の
製
作
と
販
売
等

▼ 

問
　 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　 （
三
春
町
字
南
町
21-

１
）

　 

☎
62-

７
３
０
８

︿
ふ
く
し
ま
大
卒
等
就
職
ガ

イ
ダ
ン
ス
の
お
知
ら
せ
﹀

　
平
成
31
年
３
月
新
規
大
学
等
を

卒
業
予
定
の
方
を
対
象
に
、
福
島

県
内
に
就
業
場
所
が
あ
り
、
参
加

対
象
学
生
を
正
社
員
と
し
て
採
用

す
る
計
画
の
あ
る
事
業
所
の
企
業

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時
　
３
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼ 

場
所

　 

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　 （
郡
山
市
南
二
丁
目
52
番
地
）

▼ 

実
施
内
容

▽ 

事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

 

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
40
分

※ 

ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
企
業
・
若

　
者
応
援
企
業
限
定
（
20
社
）

▽ 

各
種
就
職
支
援
イ
ベ
ン
ト

 

　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
50
分

▽ 

合
同
企
業
説
明
会

 
　
午
後
１
時
〜
午
後
４
時

※ 
県
内
企
業
３
０
０
社
（
予
定
）

　
の
人
事
担
当
者
等
が
事
業
概
要

　
等
の
会
社
説
明

※ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
に
よ
る
職

　
業
相
談
、
情
報
提
供

▼ 

そ
の
他

▽ 

事
前
申
込
は
不
要
で
す
。

▽ 

参
加
事
業
所
は
開
催
１
週
間
前

　
ま
で
に
、
福
島
労
働
局
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
ま
す
。

▼ 

問
　 

福
島
労
働
局 

職
業
安
定
課

　 

若
年
者
雇
用
対
策
係

　 

☎
０
２
４-

５
２
９-

５
３
９
６

︿
ふ
く
し
ま
・
若
年
者
合
同

企
業
説
明
会
の
お
知
ら
せ
﹀

　
福
島
県
内
へ
の
正
規
雇
用
就
職

を
希
望
す
る
40
代
前
半
ま
で
の
若

年
求
職
者
（
学
歴
不
問
）、
平
成
30

年
３
月
末
大
学
等
を
卒
業
予
定
の

方
を
対
象
に
、
若
年
者
の
採
用
に

意
欲
的
な
県
内
企
業
（
30
社
）
の

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時
・
場
所

▽ 

福
島
会
場
　
２
月
20
日
（
火
）

　 

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

　 

４
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

　 （
福
島
市
三
河
南
町
１-

20
）

▽ 

郡
山
会
場
　
２
月
27
日
（
火
）

　 

郡
山
市
市
民
交
流
プ
ラ
ザ

　 

７
階 

大
会
議
室

　 （
郡
山
市
駅
前
二
丁
目
11-

１
）

▼ 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▽ 

受
付

 

　
午
後
０
時
40
分
〜
午
後
３
時
30
分

▽ 

企
業
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム

 

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

▽ 

合
同
企
業
説
明
会

 

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

▼ 

そ
の
他

▽ 

服
装
自
由
、
参
加
費
無
料
、
事

　
前
申
込
み
不
要
。

▽ 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
よ
る
相
談

　
ブ
ー
ス
も
併
設
。

▼ 

問
　 

若
年
者
地
域
連
携
事
業
事
務
局

　 （
株
式
会
社 

向
日
葵
）

　 
　
　
☎
０
２
４-

９
４
１-

３
０
０
１

　 
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４-

９
４
１-

３
０
０
２

︿
登
録
や
申
告
を
お
忘
れ
で

は
な
い
で
す
か
？
〜
３
月
30

日
ま
で
に
運
輸
支
局
へ
登
録

を
！
〜
﹀

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

（
午
前
０
時
）
現
在
で
運
輸
支
局
の

登
録
名
義
人
で
あ
る
所
有
者
（
割

賦
販
売
に
よ
る
購
入
の
場
合
は
使

用
者
）
が
、
５
月
31
日
ま
で
に
納

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

自
動
車
税
ト
ラ
ブ
ル
防
止
３
か
条

▽ 

そ
の
１
　
抹
消
な
ど
の
手
続
き

　
は
、
３
月
30
日
（
金
）
ま
で
に

運
輸
支
　
局
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

▽ 

そ
の
２
　
転
居
し
た
ら
、
車
検

　
証
の
住
所
変
更
を
運
輸
支
局
で

　
登
録
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

そ
の
３
　
納
税
証
明
書
は
車
検

　
証
と
一
緒
に
大
切
に
保
管
し
ま

　
し
ょ
う
。

※ 

登
録
手
続
を
依
頼
し
た
場
合
は
、

　
登
録
が
済
ん
で
い
る
こ
と
を
必

　
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

問
▽ 

自
動
車
の
登
録
に
つ
い
て

　 

東
北
運
輸
局 

福
島
運
輸
支
局

　 （
福
島
市
吉
倉
字
吉
田
54
）

    

☎
０
５
０-

５
５
４
０-

２
０
１
５

▽ 

自
動
車
税
に
つ
い
て

　 

県
中
地
方
振
興
局

　 

県
税
部
課
税
第
二
課

　 

（
郡
山
市
麓
山
１
丁
目
１
番
１
号
）

　 

☎
０
２
４-

９
３
５-

１
２
６
１

︿
水
道
管
の
凍
結
防
止
対
策

を
忘
れ
ず
に
﹀

　
気
温
が
氷
点
下
に
な
る
と
、
蛇

口
や
水
道
管
、
水
道
メ
ー
タ
ー
が

寒
さ
の
た
め
に
凍
り
、
破
裂
や
ひ

び
割
れ
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
漏
水
し
て
し
ま
う
と
、
貴
重
な

水
を
無
駄
に
す
る
ば
か
り
か
、
修

繕
費
用
な
ど
経
済
的
に
も
大
き
な

負
担
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
天
気

予
報
な
ど
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
、
蛇
口
や
水
道
管
が
凍
ら
な

い
よ
う
寒
さ
か
ら
守
っ
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

　
万
一
破
裂
や
ひ
び
割
れ
に
よ
る

漏
水
が
発
生
し
た
場
合
は
、
町
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼ 

問
　

　 

企
業
局

 

　
水
道
・
宅
造
グ
ル
ー
プ

　 

　
　
☎
62-

２
５
０
０

　 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

２
６
６
６
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税
　
金

仕
　
事

暮
ら
し

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞住民課：62-5155  子育て支援課：62-3232  教育課：62-6000  歴民：62-6953

︿
た
き
火
か
ら
の
出
火
防
止
﹀

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
環

境
に
な
り
ま
す
。

　
た
き
火
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

▽ 

風
が
強
い
時
や
、
ま
わ
り
に
燃

　
え
や
す
い
も
の
が
あ
る
場
所
で

　
は
行
わ
な
い
。

▽ 

事
前
に
消
火
の
準
備
を
す
る
。

▽ 

完
全
に
火
が
消
え
る
ま
で
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

▼ 
問

　 
郡
山
地
方
広
域
消
防
組
合

　 
消
防
本
部 

予
防
課

　 

☎
０
２
４-

９
２
３-

８
１
７
２

︿
中
学
校
卒
業
生
の
Ｏ
Ｓ
Ｌ

線
量
計
測
定
の
お
知
ら
せ
﹀

　
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
の
Ｏ
Ｓ

Ｌ
線
量
計
の
測
定
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
Ｏ
Ｓ
Ｌ
線
量
計
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

▼ 

期
間

　 

２
月
19
日
（
月
）
〜
20
日
（
火
）

▼ 

時
間

　 

午
後
１
時
〜
５
時

▼ 

場
所

　 

教
育
委
員
会
教
育
課

　 （
役
場
３
階
）

▼ 

問

 

　
教
育
課 

学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

　 

☎
62-

６
３
１
０

︿
三
春
郷
土
人
形
館
の
ひ
な

祭
り
２
０
１
８ 

開
催
﹀

　
郷
土
人
形
館
で
は
、
昨
年
よ
り

こ
の
季
節
に
郷
土
人
形
の
雛
だ
け

で
な
く
、
吊
る
し
雛
の
展
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
友

の
会
「
吊
る
し
飾
り
グ
ル
ー
プ
」

の
皆
さ
ん
の
作
品
が
人
形
館
に
飾

ら
れ
、
ま
た
歴
史
民
俗
資
料
館
常

設
展
示
室
に
も
、
衣
裳
雛
と
吊
る

し
雛
が
飾
ら
れ
ま
す
。

　
吊
る
し
雛
を
作
っ
て
み
た
い
方

も
、
見
て
み
た
い
と
い
う
方
も
、

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

▼ 

開
館
時
間

　 

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

　 （
入
館
は
４
時
ま
で
）

▼ 

開
催
場
所

▽ 

三
春
郷
土
人
形
館

 

　
１
号
館
・
２
号
館
の
１
階

▽ 

歴
史
民
俗
資
料
館 

常
設
展
示
室

▼ 

入
館
料
等

　
郷
土
人
形
館
は
無
料
で
す
。
資

料
館
は
通
常
ど
お
り
、
大
人
１
名

３
０
０
円
で
す
。
町
内
の
小
・
中

学
生
は
ど
ち
ら
も
無
料
で
す
。

昨年の展示のようす

︿
魁
春
旗
争
奪
全
国
高
等
学

校
選
抜
柔
道
錬
成
三
春
大
会

開
催
﹀

　
全
国
高
等
学
校
選
抜
柔
道
錬
成

三
春
大
会
実
行
委
員
会
（
内
藤
忠

委
員
長
）
主
催
に
よ
る
柔
道
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
地
元
田
村
高
校
を
は
じ
め
、
全

国
の
柔
道
強
豪
校
が
出
場
し
ま
す
。

高
校
生
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
熱
戦

を
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼ 
日
程

▽ 
実
技
講
習
会

 

　
２
月
10
日
（
土
）

　 

午
後
２
時
〜

▽ 

大
会

 

　
２
月
11
日
（
日
）

 

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▽ 

錬
成
会

　 

２
月
12
日
（
月
）

　 

午
前
９
時
〜
午
後
０
時

▼ 

会
場

　 

三
春
町
民
体
育
館

▼ 

問

 

　
全
国
高
等
学
校
選
抜
柔
道
錬
成

　 

三
春
大
会
実
行
委
員
会

　 （
田
村
高
校
内
　
下
山
田
）

　 

☎
62-

２
１
８
５

︿
ス
プ
レ
ー
缶
は
﹁
有
害
ご

み
﹂
で
す
﹀

　「
ス
プ
レ
ー
缶
」、「
カ
セ
ッ
ト

ガ
ス
ボ
ン
ベ
」、「
使
い
捨
て
ラ
イ

タ
ー
」
な
ど
は
「
有
害
ご
み
」
と

し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
中
に
残
っ
て
い
る
ガ
ス
に
引
火

し
て
、
ご
み
収
集
車
が
火
災
に
な

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。（
ガ
ス
を

使
い
切
っ
て
、
黒
の
コ
ン
テ
ナ
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。）

　
皆
さ
ん
の
分
別
の
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

使い捨てライター

スプレー缶

カセットガスボンベ

有害ごみ（月１回収集）
※ 有害ごみは、「黒のコンテナ」に入れましょう！！

▼ 

問
　
住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
　
　 

☎
62-

２
１
４
７

▼ 

問
　
歴
史
民
俗
資
料
館

　 

　
　
☎
62-

５
２
６
３

︿﹁
ま
ま
カ
フ
ェ
み
は
る
﹂
開

催
の
お
知
ら
せ
﹀

　
三
春
町
で
出
産
、
子
育
て
を
し

て
い
く
マ
マ
た
ち
の
出
会
い
と
ふ

れ
あ
い
の
カ
フ
ェ
で
す
。

　
お
茶
（
ノ
ン
カ
フ
ェ
イ
ン
）
を
飲

み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
持
ち

で
、
助
産
師
や
保
健
師
、
栄
養
士
に

相
談
を
し
た
り
、
同
じ
子
育
て
を
し

て
い
る
方
と
お
話
し
が
で
き
ま
す
。

▼ 

開
催
日
時
　
２
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　 

午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
　        

11
時
30
分

▼ 

場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

                

１
階 

ホ
ー
ル

▼ 

内
容

▽ 

産
前
・
産
後
の
健
康
相
談

▽ 

乳
房
ケ
ア
、
授
乳
に
つ
い
て
の

　 

相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
体
重
・
身
長
の
発

　 

育
確
認

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
の
こ
と
や
子
育
て
に

　 

つ
い
て
の
相
談

▽ 

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
ワ
ン
ポ

　 

イ
ン
ト
（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
）

▼ 

対
象
　
現
在
妊
娠
中
の
方

　
　
　
　 

産
後
１
年
未
満
の
マ
マ

▼ 
持
参
物
　
母
子
手
帳
、タ
オ
ル
、

　
粉
ミ
ル
ク
や
お
む
つ
な
ど
の
赤

　
ち
ゃ
ん
に
必
要
な
物

☆ 

参
加
は
無
料
で
す
。

☆ 

参
加
す
る
場
合
は
、
２
月
23
日

　（
金
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

☆ 

赤
ち
ゃ
ん
の
兄
弟
が
一
緒
の
場

　 

合
は
申
込
み
時
に
名
前
や
年
齢

　
等
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
・
問

　 

子
育
て
支
援
課

　 

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

　 

☎
62-

０
０
５
５
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出産や手術で大量出血等をされた方へ
～C型肝炎特別措置法の給付金の請求期限が
2023年１月16日に延長されました～

　1994年頃までに出産や手術による大量出血などの際に、血液からつくられた医薬品（フィブリノゲン製剤・
血液凝固第 9因子製剤）が使用されたことによって、C型肝炎ウイルスに感染された方へのお知らせです。
　このような場合、法律に基づき、国を相手とする裁判を提起し、裁判のなかで、①フィブリノゲン製剤・
血液凝固第 9因子製剤が使用されたこと、②その医薬品が使用されたことによって C型肝炎ウイルスに感
染したこと、③慢性肝炎を確認できれば、国と和解をしたうえで、給付金を受けることができます。なお、
この給付金を受けるためには、2023 年 1 月 16 日までに国を相手とする裁判をしなくてはなりません。
　出産や手術での大量出血などの際に、フィブリノゲン製剤・血液凝固第 9因子製剤が使用された方、身に
覚えのある方、もしやと思う方は、まずは肝炎ウイルス検査を受けましょう。保健所または自治体が委託す
る医療機関であれば、概ね無料で検査を受けることができます。

詳しくは、

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000150855.html

問い合わせ先
◆ 厚生労働省フィブリノゲン製剤等に関する相談窓口
　 ☎ 0120-509-002（フリーダイヤル）
　 受付時間　午前 9 時 30 分～午後 6 時
　　　　　　 （土・日・祝日・年末年始を除く）

裁判終了後の給付金の請求手続きの問い合わせ先
◆ 独立行政法人医薬品医療機器総合機構（ＰＭＤＡ）
　 ☎ 0120-780-400（フリーダイヤル）
　 受付時間　午前 9 時～午後 5 時
　　　　　　 （土・日・祝日・年末年始を除く）
（※フリーダイヤルは、携帯電話、公衆電話からもご利用いただけます。）

肝炎ウイルス検査のご案内
◆ 「肝炎総合対策の推進」
　　 http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/kekkaku-kansenshou09/hepatitis_kensa.html

◆ 「知って、肝炎」プロジェクト
　　 http://www.kanen.org/qanda/

厚生労働省　大量出血した方へ
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募
　
集

暮
ら
し

広
　
告
　
欄

︿
三
春
町
定
住
促
進
住
宅
入

居
者
募
集
﹀

　
三
春
町
定
住
促
進
住
宅
の
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

◎ 

住
宅
の
概
要

▼ 

所
在
地
　
三
春
町
桜
个
丘

　
　
　
　
　 

二
丁
目
１
番
地
の
３

▼ 

仕
様
等

▽ 

構
造
　
Ｒ
Ｃ
５
階
建
て
全
40
戸

　
　
　
　 （
平
成
４
年
建
築
）

▽ 

間
取
り
・
面
積

　 

３
Ｄ
Ｋ
（
和
室
３
部
屋
）

　 （
６
畳
２
室
、
４
・
５
畳
１
室
）

▽ 

ガ
ス

　 

Ｌ
Ｐ
ガ
ス

　 （
集
中
管
理
方
式
）

▽ 
水
道

　 
三
春
町
上
下
水
道

▽ 

電
気

　 

東
北
電
力

▽ 

下
水

　
合
併
処
理
浄
化
槽

▽ 

駐
車
場

　 

入
居
者
専
用
有
料
駐
車
場

　 

各
戸
１
台
あ
り

▽ 

そ
の
他

　
住
宅
入
居
者
専
用
集
会
所
・
遊

具
施
設
あ
り

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
な
し

▼ 

家
賃

︿
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
﹀

　
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。
家
賃
は
、
町
営
住
宅
入
居

資
格
所
得
基
準
に
よ
り
ま
す
。
敷

金
は
、
家
賃
の
３
か
月
分
で
す
。

　
家
賃
と
は
別
の
、
駐
車
場
使
用

料
、
共
益
費
、
組
費
な
ど
は
入
居

者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼ 公営住宅

※ 駐車場使用料は 1 か月 2,000 円です。

八雲団地
（中耐4階建・S52年）

団地名／構造・建築年

所在地：小浜海道100番地
家賃：11,500円～22,500円

所在地・家賃

3DK

募集戸数

有（1台）

間取

かつぎばし団地
（中耐4階建・S62年）

駐車場

2戸（1階・102号室）
      （4階・407号室）

所在地：平沢字担橋91番地の5
家賃：18,600円～36,500円

3LDK 有（1台） 2戸（2階・202号室）
      （2階・203号室）

▼ 

入
居
資
格

① 

同
居
親
族
（
婚
約
者
・
内
縁
を

　
含
む
）
が
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　
る
こ
と
。

▽ 

公
営
住
宅

（
ア
）
一
般
世
帯
　
月
額
所
得
が

　
15
万
８
千
円
以
下

（
イ
）
高
齢
者
、
障
が
い
者
等
の
世
帯

　
月
額
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

④ 
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　
員
で
な
い
こ
と
。

▼ 

募
集
期
間

　 

２
月
13
日
（
火
）
〜
20
日
（
火
）

　 （
土
日
を
除
く
）

※ 

期
間
中
に
申
込
み
が
な
か
っ
た

　
住
戸
に
つ
い
て
は
、
随
時
募
集

　
と
し
ま
す
。

▼ 

申
込
方
法

　
建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　
入
居
の
申
込
み
を
受
理
し
た
件

数
が
募
集
戸
数
を
超
え
る
場
合

に
つ
い
て
は
、
町
営
住
宅
入
居
者

選
考
委
員
会
を
開
催
し
決
定
し
ま

す
。

▼ 

入
居
予
定

 

　
平
成
30
年
３
月
下
旬

▼ 

申
込
・
問

　 

建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　 

☎
62-

２
１
１
３

▽ 

１
階

 

　
４
０
、０
０
０
円
／
月

▽ 

４・５
階

 

　
３
８
、０
０
０
円
／
月

▼ 

敷
金

　
家
賃
の
２
か
月
分（
８
０
、０
０
０

円
ま
た
は
７
６
、０
０
０
円
）

▼ 

共
益
費

 

　
２
、７
５
０
円
／
月

▼ 

駐
車
場
使
用
料

 

　
３
、１
５
０
円
／
月

▼ 

入
居
条
件

▽ 

入
居
申
込
者
の
前
年
所
得
に
12

　
分
の
１
を
乗
じ
た
金
額
が
、
月

　
額
家
賃
の
３
倍
以
上
で
あ
る
こ

　
と
。

▽ 

入
居
決
定
後
、
三
春
町
に
住
民

　
登
録
す
る
こ
と
。

▽ 

そ
の
他

◎ 

募
集
内
容

▽ 

１
階
（
１
０
３
号
室
）

▽ 

４
階（
４
０
１
、４
０
５
、４
０
７

　
号
室
）

▽ 

５
階（
５
０
２
、５
０
３
、５
０
５
、５
０
８

　
号
室
）

▼ 

申
込
・
問

 

　
三
春
町
定
住
促
進
住
宅

　 

指
定
管
理
者

　 

株
式
会
社
三
春
ま
ち
づ
く
り
公
社

　 

　
　
☎
62-

５
９
１
１

　 

Ｆ
Ａ
Ｘ
62-

３
６
９
８
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 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞建設課：62-3300  住民課：62-5155  総務課（代表）：61-1110

︿
単
身
者
住
宅
の
入
居
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
﹀

　
現
在
、
単
身
者
用
住
宅
「
か
い

や
ま
団
地
」
で
は
、
次
の
条
件
で

お
申
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
先
着
順
で
の
受
付
と
な

り
ま
す
の
で
、
入
居
者
が
決
定
し

次
第
、
募
集
を
終
了
し
ま
す
。
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

かいやま団地
（木造2階建・H10年）

団地名／構造・建築年

所在地：貝山字馬場33番地
家賃：41,000円

所在地・家賃

2DK

募集戸数

有（1台）

間取 駐車場

4戸（1階・A-102号室）
      （1階・A-105号室）
      （1階・B-101号室）
      （2階・B-203号室）

▼ 単身者用住宅

※ 駐車場使用料は 1 か月 2,000 円です。

▼ 

入
居
資
格

① 

単
身
で
あ
る
こ
と
。

② 

現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

　
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

③ 

世
帯
の
所
得
額
が
基
準
内
で
あ

　
る
こ
と
。

▽ 

月
額
所
得
が
１
５
８
、０
０
０
円
（
若

　
年
単
身
者
で
所
得
の
上
昇
が
見
込
ま

　
れ
る
場
合
は
１
２
３
、０
０
０
円
）
以

　
上
、
４
８
７
、０
０
０
円
以
下

④ 

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

　
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

　
条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

　
員
で
な
い
こ
と
。

▼ 

申
込
方
法

　
建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
申

込
書
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

上
、
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る

申
込
受
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼ 

選
考
方
法

　
先
着
順
に
申
込
み
を
受
け
付

け
、
入
居
決
定
し
次
第
、
募
集
を

終
了
い
た
し
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問

　 

建
設
課 

建
築
グ
ル
ー
プ

　 

☎
62-

２
１
１
３

︿
平
沢
町
営
墓
地
の
使
用
者

募
集
に
つ
い
て
﹀

　
平
沢
町
営
墓
地
の
墓
地
使
用
者

を
募
集
し
ま
す
。
使
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
次
の
方
法
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼ 

募
集
区
画

　 

５
区
画

　 

（
Ｄ
８
、
Ｄ
10
、
Ｄ
11
、
Ｄ
12
、
Ｄ
13
）

▼ 

区
画
規
模

　 

１
区
画
　
５
㎡

　 （
２
・
０
ｍ
×
２
・
５
ｍ
）

▼ 

使
用
料

　 

１
区
画
　
３
４
０
、０
０
０
円

※ 

墓
地
使
用
料
の
ほ
か
に
、
墓
地

　
共
用
部
分
の
草
刈
り
や
清
掃
な

　
ど
に
か
か
る
費
用
と
し
て
、
管

　
理
料
（
年
額
２
、７
０
０
円
）
が

　
か
か
り
ま
す
。

▼ 

募
集
期
間

　 

２
月
13
日
（
火
）
〜
20
日
（
火
）

▽ 

平
日
︵
月
～
金
︶

 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▽ 

水
曜
延
長
窓
口

　 

午
後
７
時
ま
で

▼ 

申
込
先

　 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　 （
１
階
住
民
課
窓
口
）

▼ 
申
込
条
件

▽ 
三
春
町
民
で
遺
骨
を
有
す
る
こ

　
と
。

▽ 

他
の
墓
地
を
使
用
し
て
い
な
い

　
こ
と
。

▽ 

町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

※ 

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

申
込
方
法

　 

印
鑑
、
火
葬
許
可
証
を
持
参
の

う
え
、
備
付
け
の
申
込
用
紙
に
氏

名
、
住
所
、
本
籍
、
希
望
区
画
等

を
記
入
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※ 

申
込
者
が
重
複
す
る
区
画
に
つ

　
い
て
は
、
後
日
抽
選
を
行
い
使

　
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

▼ 

申
込
・
問

　 

住
民
課 

生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　 

☎
62-

２
１
４
７

︿
放
送
大
学
４
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ
﹀

　
放
送
大
学
は
、
平
成
30
年
度
第

１
学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

▼ 

出
願
期
間

▽ 

第
１
回

　 

２
月
28
日
（
水
）
ま
で

▽ 

第
２
回

　 
３
月
20
日
（
火
）
ま
で

▼ 
問

 

　
放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　 

☎
０
２
４-

９
２
１-

７
４
７
１
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〜三春滝桜おもてなし隊募集！〜
『一緒に心からのおもてなしをしてみませんか？』

詳細は三春まちづくり公社 観光部

62-3690 まで

︿
愛
姫
生
誕
４
５
０
年
記
念

第
３
回
愛
姫
行
列
開
催
﹀

　
桜
シ
ー
ズ
ン
中
、
観
光
客
の
多

い
三
春
町
で
す
。
愛
姫
行
列
で
お

も
て
な
し
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

日
時

　 

４
月
14
日
（
土
）

　 

午
前
11
時
〜
午
後
０
時

　 

※ 

雨
天
順
延

▼ 

参
加
資
格

　
小
学
３
年
生
く
ら
い
か
ら
25
歳

く
ら
い
ま
で

※ 
衣
装
は
自
前
と
な
り
ま
す
。
七

　
五
三
や
成
人
式
の
振
袖
で
参
加

　
し
ま
し
ょ
う
。

▼ 

申
込
方
法

　
三
春
町
観
光
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

備
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
直
接
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
用
紙
は
、３
月
11
日
（
日
）

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
０
時
ま
で

　
の
み
受
付
し
ま
す
。

▼ 

参
加
費

 

　
一
人
１
、０
０
０
円

☆ 

参
加
申
込
の
方
に
は
後
日
﹆
詳

　
細
な
連
絡
を
し
ま
す
。

▼ 

主
催

 

　
愛
姫
行
列
実
行
委
員
会

▼ 

問
　 

愛
姫
行
列
実
行
委
員
会

 

　
代
表 

村
上
幸
子

　 

☎
62-

２
６
４
０

愛
めご ひ め

姫さくらまつり参加事業

第 9回三春桜歌謡祭
愛姫さくらまつりの一環で「三春桜歌謡祭」が開催されます。豪華ゲストの歌声に酔いしれてみませんか。

◆ 日　時　4 月 15 日（日）
　　　　　 開場／午後 0 時～　開演／午後 0 時 30 分～
◆ 場　所　三春交流館「まほら」
◆ 出演者　松村和子、出光仁美、泰楽五郎、美桜かな子、まえみつこ
◆ 料　金　4,000 円（全席自由）
　　　　　 ※ チケットの購入はお一人様 5 枚まで

～歌の共演～

問い合わせ先　三春桜歌謡祭実行委員会（佐久間）　☎62-6282

チケット販売窓口
　三春交流館「まほら」　☎ 62-3837

新曲発表
まえみつこ
三春にひとり
作詞／結城忍　作曲／笠間千保子　編曲／松井タツオ

2月13日（火）午前10時より販売開始！

 ＜このページの FAX でのお問い合わせ先＞総務課（代表）：61-1110
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「シェイクアウトふくしま」
（県下一斉安全確保行動訓練）の実施について

≪参加者募集中≫
　地震が発生した時、自分の身を自分で守るために真っ先に行うべき安全確保行動「（1）まず低く、（2）頭を守り、（3）
動かない」を学び、身に付ける機会として、県下一斉安全確保行動訓練「シェイクアウトふくしま」を実施します。
　この「シェイクアウトふくしま」は、誰でも、どこでも、時間をかけず、気軽に参加できます。防災について考
え、話し合い、実践するきっかけとして、ぜひ、ご家庭や学校、職場などで参加しましょう。

日時 2 月 16 日（金） 午前 11 時
対象者 県内在住、在勤、在学の方、県内の学校、企業、団体（町

内会）など、個人・団体を問わず参加できます。

訓練方法
地震発生時刻（午前 11 時）になりましたら、その場で 1 分間、安全確保
行動（（1）まず低く、（2）頭を守り、（3）動かない）をとります。

参加方法
参加する場合は、2 月 15 日（木）午後 5 時までに、下記の方法で事前に
申込みをお願いします。

詳細については、福島県危機管理課のホームページ（http://www.pref.fukushima.
lg.jp/sec/01010a/shakeout-f.html) をご覧ください。

インターネットによる方法 http://www.shakeout.jp/info/fukushima/

郵送・ファックスによる方法 【郵送】〒 960-8670
           福島県福島市杉妻町 2-16
           福島県危機管理課宛

【FAX】024-521-7993

広告欄



カレンダーに記載されている●の中の数字は、関連記事が掲載されている頁
数です。施設の休館日は 18 ページに掲載しています。２月の行事カレンダー

1（木） 歴史民俗資料館臨時休館（〜2月13日）

健康づくりカローリング教室（9時〜11時30分・町民体育館）

乳幼児健診・1歳6か月児（13時〜13時15分・保健センター）

お誕生会 2月生まれ（11時30分・地域子育て支援センター）

健康づくり男の料理教室（10時30分・保健センター）

絵本とわらべ唄（10時30分〜11時・町民図書館）

水鳥観察会（9時30分〜11時30分・自然観察ステーション）

子育て講演会（13時30分」〜15時・三春交流館「まほら」）

乳幼児健診・9〜10か月児（9時集合・町立三春病院）

出前おはなし会（10時30分〜11時・地域子育て支援センター）

認知症講演会（14時・三春交流館「まほら」）

乳幼児健診・3〜4か月児（13時集合・保健センター）

こころの健康相談会（14時〜16時30分・保健センター相談室）

のびのびの日 離乳食についての相談（10時〜12時・地域子育て支援センター）

心配ごと相談（9時〜12時・三春町福祉会館）

おはなし“あのね”（11時30分・地域子育て支援センター）

人権相談（10時〜15時・三春町役場）

健康づくりカローリング教室（9時〜11時30分・町民体育館）

心配ごと相談（9時〜12時・三春町福祉会館）

20（火）

7（水）

24（土）

28（水）

27（火）

乳幼児健診・3歳児（13時〜13時15分・保健センター）

たのしいせいさく（11時30分・地域子育て支援センター）

食改のおやつやさん（11時・保健センター）

16（金）

ハピハピDay（11時・地域子育て支援センター）

行政相談（10時〜12時・三春町役場）

日曜おはなし会（10時30分〜11時・町民図書館）

心配ごと相談（9時〜12時・三春町福祉会館）

保健センター開放日（9時〜12時・保健センター）

心配ごと相談（9時〜12時・三春町福祉会館）

9（金）

8（木）

20（火）

14（水）

21（水）

22（木）

23（金）

6（火）

13（火）

18（日）

20

29

7

20
29

29

20

29

20
20

20

20

9

19
理科クラブ（9時集合・三春小わんぱくクラブ室） 20

20

20

20

29

20
20

20
20

おりがみ教室（9時30分・三春小わんぱくクラブ室）17（土） 20

29

21

29

◎ ありがとう　たった一言　伝わるよ（馬場優希・岩江中学校 3 年）
※平成 29 年度青少年健全育成標語入選作品

　

人口 17,911 人（-26）う
ち男性 8,950 人（-5）・女性 8,961 人（-21）／世帯数 6,278 世

帯（-28）

※ 平成 27 年 10 月 1 日国勢調査の人口基準・平成 30 年 1 月 1 日現在（前月比）

○ 町営バスをご利用の際は、お得な回数券をご利用ください。
※ 三春の里コースのみ、年末年始を除き毎日運行しています。

今月のバス運休日：4・11・12・18・25 日

◆ 問　住民課 生活環境グループ　☎ 62-2147

マーク 休 は、町営バスの運休日です。

休

休

26

１ ２

８ ９７

15 1614

21 22 23

６４ 10５

1311 1712

2018 19

３

24

町営バス運休カレンダー（２月）

日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土日 月 火 水 木 金 土

25 27 28

人口・世帯数

○ 平日夜間は、田村地方夜間診療所（田村市船引町源次郎68-2）

2月
4日(日)

　2月 2月
1日(木)

雷クリニック
秋元医院

まつえ整形外科
東部台こどもクリニック
島貫整形外科
さとう耳鼻咽喉科クリニック
石塚医院
白岩医院
清水医院
石川医院

西山医院
三春病院

かとうの内科クリニック
大久保クリニック

中央通クリニックやない
青山医院
せんざき医院
遠藤医院

2日(金)
5日(月)
6日(火)
7日(水)
8日(木)
9日(金)
13日(火)
14日(水)
15日(木)

16日(金)
19日(月)
20日(火)
21日(水)
22日(木)
23日(金)
26日(月)

医療機関名
当番医師 当番医師

薬局名

休日夜間は郡山市夜間急病センター☎024-934-5656

診療時間 午後 7 時～9 時 30 分　☎81-2233（事前に☎相談ください）
休日は当番医療機関【午前 9 時～午後 6 時】★印は午後 5 時まで

南東北病院滝根診療所 ☎78-2442
11日(日)

矢吹医院 ☎62-301512日(月)
青山医院 ☎77-2015

18日(日) 石川医院 ☎62-2630

夜間・休日のお医者さん

27日(火)
28日(水)

25日(日) 橋本医院 ☎72-3711

タカギ薬局
オリオン薬局

浜田薬局
南東北滝根診療所

※ 田村医師会では、地域の医療・介護に関してのご意見・
　 ご質問を募集しています。
〒963－3401田村郡小野町大字小野新町字品ノ木 123
eFAX024-505-4956　田村医師会事務局まで

コスモ調剤薬局小野新町店

2 月 28 日（水）　固定資産税 第 4 期　国民健康保険税 第 8 期　後期高齢者医療保険料 第 7 期　介護保険料 第 8 期納  期  限

◆ 住民課・税務課窓口延長日　毎週水曜日（午後 7 時まで）、毎週日曜日（午前 8 時 30 分～午後 0 時）

【行政相談】2 月 13 日（火）午前 10 時〜午後 0 時
　／三春町役場／行政相談委員

【人権相談】2 月 13 日（火）午前 10 時〜午後 3 時 
　／三春町役場／人権擁護委員

【心配ごと相談】2 月 6・13・20・27 日（火）
　午前 9 時〜午後 0 時／三春町福祉会館（南町）
　／民生児童委員

【こころの健康相談会】2 月 14 日（水）
　午後 2 時〜 4 時 30 分
　／保健センター相談室／医師／要予約

【肢体不自由者巡回相談】2 月 1 日（木）
　午後 1 時〜 3 時／郡山市障害者福祉センター
　／医師／要予約／保健センター☎ 62-3166

●●●今月の相談●●●

○ホームページ　http://www.town.miharu.fukushima.jp/
○携帯サイト　　http://www.town.miharu.fukushima.jp/mobile/
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みなさんの愛姫のイメージは…

皆さんは「愛姫」と聞いて、どのようなイメージがありますか。サブカルチャーの分野では、
さまざまなイメージで描かれている「愛姫」ですが、歴史上の文献で、愛姫が描かれている
ものは、出家後の陽徳院としての肖像画のみです。そのため、町がＰＲを行っていくための
若い頃の「愛姫」をイメージできるものがないというのが現状です。そこで、町では、愛姫
生誕 450 年を記念し、「愛姫の里 三春」のイメージづくりと観光ＰＲ推進を目的に愛姫のキャ
ラクターを制作しています。3月中旬頃に披露する予定です。

「
愛
姫
」の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
は
、「
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
」の
マ
ン
ガ
や「
時
を
か
け
る
少
女
」「
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」

な
ど
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
貞
本
義
行
氏
と
「
100
回
泣
い
て
も
変
わ
ら
な
い
の
で
恋
す
る
こ
と
に
し
た
。」
な
ど

の
イ
ラ
ス
ト
を
手
が
け
る
新
鋭
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
ア
ラ
キ
マ
リ
氏
に
よ
る
共
作
と
な
り
ま
す
。

貞本義行×アラキマリ
愛姫キャラクターデザイン
愛姫生誕 450年記念

アラキマリ氏作「ニッポンのマンガ＊アニメ＊ゲーム展」ポスター

さ　だ　　も　と　　よ　し　　ゆ　き

愛姫生誕 450th Anniversary
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貞本義行氏漫画「新世紀エヴァンゲリオン vol.13」カバー表紙


